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　今年も各自治区で、特色ある秋のイベントが開催
されました。11月３日㈷には、浜田漁港周辺特設会
場でＢＢ大鍋フェスティバルが行われました。

主な内容

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

２０１０

12月号　
№116

なつかしの国 石見

２０１０

12月号　
№116

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

広報
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●●●ごみ収集袋

浜田市指定袋

●●●ごみ収集袋

浜田市指定袋

新旧指定ごみ袋の交換は
　　　　　　12月28日㈫までです

交換方法

【特集】【特集】

　平成21年３月31日まで販売していました古いごみ袋（安全グリップ付き）及び粗大
ごみシール（210円）の交換はお済みですか？
　現在、新旧ごみ袋の交換を実施していますが、12月28日㈫で交換を終了します。
今一度、古いごみ袋（粗大ごみシール含む。）が残っていないかどうか、確認をお願
いします（家庭用・事業所用ともに交換対象です）。

　新・旧ごみ袋の料金が異なりますので、差額
を支払ってもらった上での交換となります。
【交換単位】　１枚から交換します。

【交換時の注意事項】
・現金による返還はできません。
・指定ごみ袋取扱店では交換できません。

旧ごみ袋は黒文字、新ごみ袋は黒帯の
中に文字が型抜きされています。

旧指定ごみ袋とは、平成21年３月
31日まで販売していた安全グリッ
プ付きのごみ袋のことです。

安全グリップ

新指定ごみ袋 旧指定ごみ袋

新旧指定ごみ袋の交換は
　　　　　　12月28日㈫までです

浜田市のごみ処理について浜田市のごみ処理について
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AA

A

A

Q1 Q2

Q3

Q4

「粗大ごみ」とは、どんなごみをいう
のですか？

　原則、市の指定ごみ袋（大）に入りきら
ないごみは「粗大ごみ」の扱いです。
　粗大ごみシールを貼って出してくださ
い。ただし、指定ごみ袋（大）に入りきら
なくても、粗大ごみ対象外のものもありま
す（傘・ほうき・棒ずり・野球バットなど）。

「燃やせる粗大ごみの日」に出すごみ
はどんなごみですか？

　燃やせる粗大ごみ（ごみ袋に入りきらな
いごみ）のほかに次のものがあります。
①敷物類（布団・じゅうたん・カーペット・

ござ・ブルーシート・カーテンなど）
※　指定袋に入る場合は、粗大ごみシール

は不要ですが「粗大ごみの日」に出して
ください。

②剪定ごみ（枝木）…シール不要、50㎝程
度に切ってひもで束ねてください。

③そのほか、１辺が50㎝以上のごみ
※　①②③のごみは、ごみ袋に入っていて

も、必ず「燃やせる粗大ごみの日」に出
してください。

　粗大ごみシールはそのごみの大きさに
よって、「1枚」又は「2枚」必要です。
　原則、最も長い部分が１ｍ未満のものは
「1枚」、最も長い部分が１ｍ以上のもの
は「2枚」を基準に枚数を決めていますが、
いす・自転車・布団などのように長さを基
準としていないものもあります。

ごみ袋に入るのに、なぜ「燃やせる粗
大ごみの日」に出さなければいけない
のですか？

　可燃ごみ処理施設「エコクリーンセン
ター」は、施設の構造上、「粗大ごみ」・「敷
物類」・「剪定ごみ」・「そのほか１辺が50㎝
以上のごみ」は、破砕機でごみを細かくす
る必要があります。そのため、通常の燃や
せるごみとは分けて収集しています。

※　ごみの分別については、「浜田市ごみ分別
早見表」で確認してください。

「粗大ごみ」を出すには粗大ごみシー
ルが何枚必要ですか？

交換時の差額

種　　類 サイズなど 袋の色
（旧）

差額
（１枚あたり）

家庭用

可燃用
大・中・小

緑色
10円

不燃用 青色
ペット・プラ用

大・中
水色

5円缶用 灰色
びん用 中 橙色
粗大ごみ シール － 40円

種　　類 サイズなど 袋の色
（旧）

差額
（１枚あたり）

事業所用
可燃用

大
黄色 21円

不燃用
資源用 茶色 10円

交換対応窓口 12月28日㈫まで（土・日・祝日を除く。）
午前８時30分～午後５時15分

交換窓口
本庁 市役所本庁１階
金城支所 市民福祉課
旭支所 市民福祉課
弥栄支所 市民福祉課及び杵束出張所

※　12月５日㈰は、午前８時30分～正午まで対応します。
三隅支所 福祉課

【問い合わせ先】
本庁廃棄物リサイクル課

（☎内線２２３）
市金城支所市民福祉課

（☎�１２３５）
市旭支所市民福祉課

（☎�１４３５）
市弥栄支所市民福祉課

（☎�２６５６）
市三隅支所福祉課

（☎�２８０６）

ごみの分別Q&Aごみの分別Q&A



広報はまだ：平成22年12月号　　　 4

※　これは、ペットボトル・プラスチック容器
包装・びんを出荷して得た収入です。

エコクリーンセンター

市不燃ごみ処理場

石央リサイクルセンター

古着・古布　64トン（61トン）

きちんと分別すれば、
大切な資源を再利用
できるし、市の収入
にもなるんですよ。

ごみを埋める場所
（市不燃ごみ処理場）

燃やした後の
灰を埋める

工場で、繊維材料（作
業服やカーペットを
作る材料）などに生
まれかわる

工場で、アルミ缶や
スチール缶などの原
料に生まれかわる

工場で、びんなどの
原料に生まれかわる

工場で、プラスチッ
ク製品などを作る原
料に生まれかわる

工場で、紙などの原
料に生まれかわる

１ 海外へ輸出して、
外国の人が着る

２ ウエス（油など
をふきとる布）に
生まれかわる

アルミ缶・
スチール缶
255トン（261トン）

ガラスびん
501トン（505トン）

中間処理した
後、工場へ出
荷される

細かく砕いて埋める

鉄くずを取り出す

854トン
（842トン）

ペットボトル

プラスチック製
容器包装

段ボール・新聞・牛乳パック・本
1,965トン（2,242トン）

※　資源ごみは売却し、
市の収入になります。

燃やせるごみ
15,156トン

（15,391トン）

燃やせないごみ
2,744トン

（2,748トン）

乾電池
41トン

（0トン）

選別した後、リサ
イクルできないも
のは、埋める

資源ごみ
3,680トン

（3,911トン）

浜田市の１年間の
ごみの量

21,580トン
（22,050トン）

１人１日あたりの
ごみの排出量

982トン
（996トン）

ごみ処理経費の状況
【歳入】 （単位：円）
ごみ袋など売上収入 84,576,935
ごみ搬入手数料 8,736,580
資源ごみなど売払収入 31,146,836
焼却灰処分費など 41,092,590
国庫補助金 263,950,000
歳入額　合計 429,502,941
【歳出】 （単位：円）
ごみ袋作製・販売経費 36,263,754
ごみ収集経費 224,647,061
資源ごみ中間処理経費 121,948,585
不燃ごみ処理場経費 743,181,952
広域行政組合負担金 745,637,737
そのほか管理運営経費 11,371,496
人件費 98,612,303
歳出額　合計 1,981,662,888

●鉄くず売払収入　　　　11,829,787円
●資源ごみ売払収入　　　13,047,702円

（内訳）アルミ缶　　　10,260,605円
スチール缶　　 2,472,455円
ペットボトル　　　23,572円
ビールびん　　　　81,780円
一升びん　　　　 209,290円

●容器包装リサイクル協会拠出金収入
 6,269,347円

※　ごみ処理にかかった費用のうち、約４％（約8,500万円）
は、ごみ袋の売上収入で賄われています。

※　歳入と歳出の差額（約15億5,000万円）は、税金など
で補填しています。

市内の一般家庭や事業所から出るごみが、どのように処理されているかを簡単に図で説明します

※　（　）内は、平成20年度の数値です。

平成21年度 浜田市のごみ処理経費と処理の流れについて平成21年度 浜田市のごみ処理経費と処理の流れについて
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問い合わせ先　本庁廃棄物リサイクル課（☎内線２２３・２２４）

　指定ごみ袋に入れて持ち込まなくてもよいので家計にもやさしいですし、
リサイクルも進みます。ぜひ、利用してください。
回収場所　市総合福祉センター１階ロビー

（開館時間：午前８時30分～午後９時　ただし、休館日を除く。）
持込方法　◎軽く水洗いしてください。

◎ペットボトルはキャップ、本体、ラベルに分けて回収箱に入れ
てください。

◎指定ごみ袋に入れる必要はありません。

　家庭及び事業所から出された「燃やせないご
み」は、「浜田市不燃ごみ処理場」で破砕後、
鉄くずは売却し、残りは圧縮処理後に「最終処
分場」で埋立処分されています。
　平成４年４月に現在の最終処分場の使用が開
始されましたが、平成22年度で満杯状態になり
ます。

【最終処分場完成予想図】

　そこで、生湯町地内の不燃ごみ処理場裏側の
谷に、平成23年４月供用開始に向け、被覆型の
新しい最終処分場※を現在建設中です。
●埋立容量　約62,000㎥
●埋立面積　約 5,100㎡
●埋立期間　平成23年度から平成37年度まで

の15年間
※　被覆型の最終処分場とは、埋立てする部分
に屋根を掛け、ごみの飛散、カラスの被害防
止、騒音防止など、環境及び景観に配慮した
施設です。

　平成４年４月に埋立処分が開始された当初
は、平成16年度末に満杯となる予定でしたが、
ごみの分別・減量化など市民の皆さんのご協
力により、平成22年度末まで埋立期間を延ば
すことができました。
　新しい最終処分場は15年間、ごみを埋め立
てる予定ですが、少しでも永く利用できるよ
う、皆さんのご協力をお願いします。

【建設中写真】　今年10月撮影

目指そう
　たまご１個分
　（約50ｇ）の
　　　　ごみ減量

空き缶・ペットボトルを回収しています

新・最終処分場が来春（平成23年春）オープンします

空き缶・ペットボトルを回収しています

新・最終処分場が来春（平成23年春）オープンします
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12月浜田市議会定例会日程（予定）
会期　11月30日㈫～12月16日㈭（17日間）
　11月22日㈪　議会運営委員会
　11月30日㈫　本会議　開会　提案説明

（全員協議会）
　12月１日㈬　本会議　個人一般質問
　　　２日㈭　本会議　個人一般質問
　　　３日㈮　本会議　個人一般質問
　　　６日㈪　本会議　個人一般質問
　　　７日㈫　本会議　議案質疑
　　　８日㈬　福祉環境委員会
　　　９日㈭　産業建設委員会
　　　10日㈮　総務文教委員会
　　　13日㈪　予算審査委員会
　　　14日㈫　予算審査委員会
　　　16日㈭　本会議　委員長報告　採決　閉会

（全員協議会）議会運営委員会

なお、左記日程は予定であり、11月22日㈪の議
会運営委員会で正式に決定します。

会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、
会場の都合により７人までの人数制限があります。

各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。

各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
　市議会事務局（☎内線５１６）

市民新年賀会参加募集
　市では毎年、新年を迎えた喜びを市民の皆
さんと祝う「市民新年賀会」を開催していま
す。来年は次のとおり開催しますので、多数
の参加をお待ちしています。
開催日　平成23年１月４日㈫
開会　午後４時
場所　浜田ワシントンホテルプラザ
会費　１人１，０００円
申込方法　会費を添えて、市役所本庁３階総

合調整室に持参してください。
申込締切日　12月10日㈮
申込み・問い合わせ先

本庁総合調整室
（☎内線３１５）

平
成
22
年
度
市
職
員
採
用
試
験
（
建
築
技
術
員
）

平
成
22
年
度
市
職
員
採
用
試
験
（
建
築
技
術
員
）

　

平
成
23
年
４
月
１
日
採
用
予
定

の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
受
験
の
申
込
み
を
す

る
場
合
は
、
必
ず
採
用
試
験
実
施

要
項
で
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

採
用
職
種
・
人
員
・
要
件

○
建
築
技
術
員　
１
人

対
象　
昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
建
築
士
法

に
基
づ
く
一
級
建
築
士
の
免
許

を
有
す
る
人
（
平
成
22
年
一
級

建
築
士
試
験
合
格
者
を
含
む
。）

第
一
次
試
験

　

平
成
23
月
１
月
23
日
㈰

試
験
会
場　
浜
田
市
役
所
本
庁

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要
項

（
本
庁
人
事
課
・
各
支
所
自
治

振
興
課
及
び
各
連
絡
係
に
あ
り

ま
す
。
配
布
は
12
月
１
日
㈬
か

ら
行
い
ま
す
。）
に
基
づ
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、
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く

だ
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い
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ー
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ド
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で
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す
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っ
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あ
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の
返
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用
封
筒

（
角
２
封
筒
）
を
同
封
し
て
、
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求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
12
月
１
日
㈬
～
平
成

23
年
１
月
７
日
㈮
（
当
日
消
印

有
効
）

請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
【
〒
６
９
７-

８

５
０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎
内

線
３
３
０
）】

年
末
年
始
の

市
役
所
業
務
に
つ
い
て

　

12
月
29
日
㈬
か
ら
平
成
23

年
１
月
３
日
㈪
ま
で
閉
庁
し

ま
す
。（

本
庁
総
務
管
理
課
）

証
明
書
自
動
交
付
機

　

12
月
29
日
㈬
か
ら
平
成
23

年
１
月
３
日
㈪
ま
で
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

（
本
庁
総
合
窓
口
課
）
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広域圏だより
浜田市・江津市

～協働でつくる活力と魅力の
　　　　　ふるさと浜田圏域～

浜田地区広域行政組合
野原町(☎�１４６８)

平成21年度決算の状況 平成21年度の決算は、次のとおりとなりました。

平成21年度浜田地区広域行政組合決算総括表
（単位：円）

会計別 予算額 歳入決算額 歳出決算額 翌年度へ
繰り越すべき財源 差引残額

一般会計 1,204,906,000 1,204,366,772 1,188,952,421 0 15,414,351
介護保険特別会計 9,126,298,000 9,086,612,873 9,002,547,149 0 84,065,724

合計 10,331,204,000 10,290,979,645 10,191,499,570 0 99,480,075

区分 金額
（千円）

構成比
（％） 内容

分担金及び
負担金 1,113,515 92.5 市町村からの負担金

使用料及び
手数料 56,318 4.7 ごみ処理手数料

財産収入 12,104 1.0 土地・建物の貸付料や基
金の利子など

繰越金 10,801 0.9 平成20年度一般会計から
の繰越金

諸収入 11,628 0.9 事業実施に伴うそのほか
の収入や預金利子など

歳入合計 1,204,366 100.0

区分 金額
（千円）

構成比
（％） 内容

保険料 1,403,942 15.5 第１号被保険者から徴収
した保険料

分担金及び
負担金 1,318,847 14.5 市町村からの負担金

使用料及び
手数料 215 0.0 保険料の滞納にかかる督

促手数料

国庫支出金 2,330,126 25.7
・介護給付費国庫負担金
・介護保険事業への国か
らの補助金

支払基金
交付金 2,554,459 28.1

診療報酬支払基金から支
払われる第２号被保険者
から徴収した保険料

県支出金 1,299,638 14.3
・介護給付費県費負担金
・介護保険事業への県か
らの補助金

財産収入 1,622 0.0 介護給付費準備基金の運
用利子

繰入金 19,577 0.2 介護従事者処遇改善臨時
特例基金からの繰入金

繰越金 147,056 1.6 平成20年度介護保険特別
会計からの繰越金

諸収入 11,130 0.1 受託事業収入及び預金利
子など

歳入合計 9,086,612 100.0

歳入 歳出

歳入 歳出

区分 金額
（千円）

構成比
（％） 内容

議会費 223 0.0 組合議会の運営に要する
経費

総務費 84,318 7.1
地域振興費や、事務局運
営費など行政組合全般に
要する事務費

衛生費 773,283 65.0 ごみ処理施設の管理運営
に要する経費など

公債費 331,128 27.9
エコクリーンセンター建
設に伴い借入れをした資
金の返済金など

予備費 0 0.0
歳出合計 1,188,952 100.0

区分 金額
（千円）

構成比
（％） 内容

総務費 207,003 2.3 介護保険事業の運営に要
する事務費

保険給付費 8,442,902 93.8

要介護・要支援者の居宅
介護サービス、施設介護
サービスなどに要する費
用

財政安定化
基金拠出金 0 0.0

保険給付の安定的な運営
を図るための島根県介護
保険財政安定化基金への
拠出金

地域支援
事業費 234,925 2.6

要支援・要介護状態にな
ることの予防・悪化防止
のための事業

基金積立金 1,622 0.0
保険給付費に充てるため
の介護保険料を財源とし
た基金積立金

公債費 0 0.0 島根県介護保険財政安定
化基金への償還金

諸支出金 116,095 1.3 国庫補助金等の超過交付
分の返納金など

歳出合計 9,002,547 100.0

　問い合わせ先
　　浜田地区広域行政組合総務課（☎�１４６８）

平成21年度一般会計の決算状況

平成21年度介護保険特別会計の決算状況
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

10月、タバコの増税が、ちょっとした話題にな
りました。

日本では、タバコを吸うことは個人の嗜
し

好
こ う

にす
ぎないと思われていますが、中国では、タバコは
既に一つの文化とも言えると思われています。

中国では、タバコを吸う前に人にも勧める習慣
があります。特に、初対面の男子にタバコを勧め
るとすぐ仲のよい友人のように話せます。コミュ
ニケーションのとき、よく柔軟剤として使用され
ます。今の中国では、男同士がお互いにタバコを
勧めることは、むしろ一つのあいさつ文化になり
ました。中には、自分でふだん吸うタバコと、客
人に差し出すタバコを使い分けている人もいるほ
どで、「友だちになってからビジネスが始まる」
といった文化を持つ中国では、タバコは「ビジネ
スツール」と言っても決して大げさな表現ではな
いと思います。

また、中国のタバコは、日本では考えられない
くらい値段の幅が広いです。インターネットで調
べた結果では、現在、中国で一番安いタバコメー
カーは、「銀象」というメーカーです。値段は１
箱１人民元です（１人民元＝約14円）。一番高い
タバコは「限量黄鶴楼」というメーカーのもので、

１箱850人民元です（約12,000円）。ですから、タ
バコは中国人として社会地位の象徴とも言えると
思います。ふだん、高い社会地位の人は「中華」（１
箱65人民元）を吸うのが主流です。

高級タバコが中国に数多く存在する背景には、
中国の“面

め ん

子
つ

”の文化がかかわっています。中国
では、あいさつも兼ねて客人にタバコを差し出す
習慣があり、そのタバコが高級であればあるほど、
“面子”が立つと思われているのです。各タバコ
会社は「中華」より高い値段の自社ブランド品（１
箱約100人民元～230人民元）を作りました。タバ
コは健康に良くないため、テレビのコマーシャル
には出してはいけません。各省は特有のタバコの
ブランドを持っています。それゆえ、出張・旅行
のとき、男性の友だちに対してタバコは最高の土
産にもなります。

皆さん、中国のタバコ文化について、何か感想
を持たれましたか？

　

浜
田
水
産
高
校
食
品
流
通
科
生

徒
の
皆
さ
ん
が
、
今
年
も
ま
た
、

地
元
の
魚
介
類
を
使
っ
た
新
商
品

を
開
発
し
ま
し
た
。

　
「
市
の
魚
」の
ノ
ド
グ
ロ
を
使
っ

た「
ノ
ド
グ
ロ
の
魚
醤（
ぎ
ょ
し
ょ

う
）」、ミ
ズ
ガ
レ
イ
を
使
っ
た「
水

高
カ
レ
イ
バ
ー
ガ
ー
」、
石
見
焼

き
の
器
に
イ
カ
の
塩
辛
を
入
れ
た

「
石
見
焼
き
と
塩
辛
の
コ
ラ
ボ
商

品
」、
長
期
保
存
可
能
な
「
塩
辛

の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
お
茶
漬
け
」

の
４
品
で
す
。

新
商
品
の
開
発
に
取
り
組
む

浜
田
水
産
高
校

　

浜
田
水
産
高
校
は
、
平
成
20
年

か
ら
３
年
間
、文
部
科
学
省
な
ど
か

ら
「
地
域
産
業
担
い
手
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
指
定
を
受
け
、商
品

開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、水
産
高
校

と
地
域
の
漁
業
・
水
産
業
界
が
連

携
し
、地
域
を
支
え
る
漁
業
・
水
産

業
の
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
育

成
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
昨
年

販
売
さ
れ
た
「
の
ど
ぐ
ろ
ふ
り
か

け
」
は
年
間
10
万
個
を
販
売
す
る

大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
開
発
さ
れ
た
、「
ノ
ド
グ
ロ

の
魚
醤
」
は
日
本
初
の
新
商
品
で

す
。「
水
高
カ
レ
イ
バ
ー
ガ
ー
」

は
売
り
物
に
な
り
に
く
い
と
言
わ

れ
て
い
た
大
サ
イ
ズ
の
ミ
ズ
ガ
レ

イ
を
５
枚
に
お
ろ
し
て
活
用
し
た

も
の
で
、浜
田
の
五
地
想
（
ご
ち
そ

う
）
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。「
塩
辛
の
お

茶
漬
け
」
は
水
産
高
校
の
人
気
商

品
「
い
か
の
塩
辛
」
を
フ
リ
ー
ズ

ド
ラ
イ
加
工
し
た
も
の
で
ふ
り
か

け
に
も
な
り
ま
す
。
ど
れ
も
新
し

い
発
想
の
商
品
で
、私
も
、そ
の
美

味
し
さ
に
太
鼓
判
を
押
し
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
の
、
旧
浜
田
市
か
ら

通
算
し
て
市
制
70
周
年
を
祝
っ
て
、

Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同

時
開
催
さ
れ
た
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
全
国
的
に
有

名
な「
富
士
宮
や
き
そ
ば
」や「
津

山
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
」
な
ど
が
参

加
し
、「
水
高
カ
レ
イ
バ
ー
ガ
ー
」

も
浜
田
市
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
一
つ

と
し
て
軒
を
連
ね
ま
し
た
。
用
意

さ
れ
た
３
５
０
食
が
１
時
間
で
完

売
す
る
な
ど
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

今
回
、
水
産
高
校
の
皆
さ
ん
が
苦

労
し
て
開
発
さ
れ
た
商
品
が
、
浜

田
に
定
着
す
る
よ
う
、
経
済
界
な

ど
へ
商
品
化
の
後
押
し
を
し
て
い

き
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、水
産
高
校
の
活
動
が
、

生
産
・
加
工
・
販
売
の
現
場
で
よ

り
実
践
に
つ
な
が
る
よ
う
、
精
一

杯
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

10月25日㈪　新商品の報告のため訪れた浜田水産
高校食品流通科生徒の皆さん

中国のタバコ文化
浜田市国際交流員　王　一鳴

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

「
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

運
動
」
実
施
中

　

10
月
１
日
㈮
か
ら
12
月
31
日
㈮

ま
で
の
３
か
月
間
、「
高
齢
者
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
運
動
」
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
の
思
い
や
り
運
転
が
高

齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

す
。

「
飲
酒
運
転
根
絶
運
動
」
の
実
施

に
つ
い
て

　

12
月
１
日
㈬
か
ら
12
月
31
日
㈮

ま
で
の
１
か
月
間
、「
飲
酒
運
転

根
絶
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

飲
酒
運
転
追
放
３
な
い
運
動

～
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
・
乗
る

な
ら
飲
ま
な
い
・
乗
る
な
ら
飲

ま
せ
な
い
～

「
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」
の
実
施
に
つ
い
て

　

12
月
20
日
㈪
か
ら
平
成
23
年
１

月
９
日
㈰
ま
で
の
21
日
間
、「
年

末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

④
冬
道
で
の
安
全
運
転
の
徹
底

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
運
動

の
目
的
・
重
点
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
浜
田
市
の
実
現
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。（本

庁
安
全
安
心
推
進
課
）

浜
田
市
消
防
出
初
め
式

日
時　
平
成
23
年
１
月
９
日
㈰

午
前
９
時
～

場
所　
未
定

一
斉
放
水　
市
役
所
本
庁
裏
浜
田

川
※　

場
所
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

金
城
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
平
成
23
年
１
月
５
日
㈬

午
前
10
時
～

場
所　
雲
城
小
学
校
校
庭
（
荒
天

時
、
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ
）

一
斉
放
水　
雲
城
駐
在
所
前
浜
田

川
旭
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
平
成
23
年
１
月
５
日
㈬

午
前
９
時
15
分
～

場
所　
今
市
小
学
校
校
庭
（
荒
天

時
、
旭
市
民
体
育
館
）

一
斉
放
水　
今
市
小
学
校
前
加
古

屋
川

弥
栄
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
平
成
23
年
１
月
９
日
㈰

午
前
10
時
～

場
所　
弥
栄
町
運
動
広
場
（
荒
天

時
、
弥
栄
会
館
）

一
斉
放
水　
弥
栄
会
館
裏
三
隅
川

三
隅
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
平
成
23
年
１
月
９
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
三
隅
中
央
公
園（
荒
天
時
、

三
隅
中
央
会
館
）

一
斉
放
水　
天
満
橋
上
流
三
隅
川

※　

諸
事
情
に
よ
り
、
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
�
０
１
１
９
）

　

浜
田
保
健
所
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
理
由
で
犬
や
ね
こ
が
収
容
さ
れ

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
引
き
続
き

飼
育
可
能
な
犬
や
ね
こ
た
ち
が
い

ま
す
。
１
匹
で
も
多
く
の
命
を
助

け
る
た
め
に
、
新
し
い
飼
い
主
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

犬
や
ね
こ
の
年
齢
は
様
々
で
、

飼
育
条
件
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、

犬
や
ね
こ
を
譲
り
受
け
、
生
涯

飼
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
８
）

安
全
安
心 く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

平
成
23
年
消
防
出
初
め
式

生
活
・
環
境

こ
れ
か
ら
犬
や
ね
こ
の
飼
育

を
考
え
て
い
る
人
へ
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

年末年始のごみ処理場の休業日・し尿の汲み取り業務

蛇
口
や
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出

な
い
と
き
は
？

　

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
の

布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か

し
ま
し
ょ
う
。

　

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

水
漏
れ
・
破
裂
の
と
き
は
？

　

宅
内
の
水
道
管
が
凍
っ
て
破
裂

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
止
水
栓
か

バ
ル
ブ
（
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
中
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。）
を

閉
め
、
水
道
事
業
者
に
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
道
部
工
務
課
工
務
係

（
☎
内
線
２
６
６
・
２
６
７
）

夜
間
・
休
日

市
水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
�
３
７
２
２
）

　

飲
食
店
な
ど
で
調
理
の
業
務
に

従
事
す
る
調
理
師
は
、
調
理
師
法

に
基
づ
き
２
年
ご
と
に
、
そ
の
就

業
地
の
都
道
府
県
知
事
に
「
調
理

業
務
従
事
届
」
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
県
内
の
寄
宿
舎
・
学
校
・

病
院
・
事
業
所
・
社
会
福
祉
施

設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
矯

正
施
設
・
そ
の
ほ
か
多
人
数
に

飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
し
て

い
る
施
設
・
飲
食
店
営
業
・
魚

介
類
販
売
業
・
そ
う
ざ
い
製
造

業
で
調
理
の
業
務
に
従
事
し
て

い
る
調
理
師

※　

調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る

人
で
、
調
理
師
の
業
務
に
従
事

し
て
い
な
い
人
は
、
届
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

県
内
在
住
で
も
、
県
外
で
従

事
し
て
い
る
人
は
、
従
事
先
の

都
道
府
県
で
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

届
出
方
法　
届
出
用
紙
（
浜
田
保

健
所
又
は
本
庁
く
ら
し
と
環
境

課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

届
出
締
切
日

平
成
23
年
１
月
14
日
㈮

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
３
）

　

水
道
管
や
蛇
口
は
、
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
と
凍
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

あ
る
水
道
に
は
必
ず
防
寒
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
北
向
き
の
と
こ
ろ

○
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

○
家
の
外
に
あ
る
水
道
管

防
寒
の
仕
方

○
保
温
材
を
巻
く
（
蛇
口
は
破
裂

し
や
す
い
の
で
、
上
ま
で
完
全

に
包
む
）。

○
布
で
保
温
す
る
場
合
は
、
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
上
か
ら
巻
い
て

濡
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
特
に
朝
の
冷
え
込
み
が
予
想
さ

れ
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
風
呂

の
蛇
口
を
少
し
開
け
て
お
く
。

　年末・年始のごみ収集は、各自治区のごみ収集
計画どおり行います。
　また、ごみ処理場の休業日、し尿の汲み取り業
務については、次のとおりです。

問い合わせ先
本庁廃棄物リサイクル課（☎内線２２３・２２４）
各支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）

ごみ処理場
処理場名 休業日

エコクリーンセンター
（江津市波子町）
【燃やせるごみ・燃やせる粗
大ごみ】

12月31日㈮～
平成23年１月３日㈪市不燃ごみ処理場（生湯町）

【燃やせないごみ・燃やせな
い粗大ごみ・古紙】
石央リサイクルセンター（生湯町）
【ペット・プラ、かん、びん】

し尿の汲み取り
業者名 申込期限など

浜
田

㈲浜田浄化センター

電話で申し込む地区
汲み取り日の２日前まで
休業日　12月31日㈮～

平成23年１月５日㈬

門田産業㈲

電話で申し込む地区
汲み取り日の２日前まで
休業日　12月31日㈮～

平成23年１月４日㈫

金
城㈲江津衛生公社

12月の汲み取り　12月６日㈪まで
１月５日㈬の汲み取り地区
　　　　　　　　12月29日㈬まで

旭㈲江津衛生公社
12月の汲み取り　12月６日㈪まで
１月の汲み取り
　　　　平成23年１月７日㈮まで

弥
栄㈲江津衛生公社 12月の汲み取り　12月１日㈬まで

１月の汲み取り　12月29日㈬まで

三
隅㈲石見環境整備

汲み取り日の３日前まで
休業日　12月31日㈮～

平成23年１月５日㈬
※　年末年始は、大変込み合いますので、早めに申し
込みましょう。

年末年始のごみ処理場の休業日・し尿の汲み取り業務

調
理
師
就
業
届
出
制
度

に
つ
い
て

冬
の
備
え
は
大
丈
夫
？

寒
波
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　電気カーペットは足元が
暖かくて気持ちがいいです
ね。ここでちょっと電気
カーペットの使い方を見直
してみましょう。環境にや
さしいだけでなく、家計に
もおトクです。
■断熱マットで効率をアップしましょう
　床にじかに敷くと、熱が床に逃げて暖房効率
が下がります。カーペットの下に断熱マットな
どを敷くのが省エネのコツです。
■人のいる部分だけ、暖めましょう
　カーペットを分割して暖める機能もあるの
で、人のいない部分はスイッチＯＦＦにしま
しょう。

☆広さにあった大きさにしましょう
年間で電気89.91kwhの省エネ
約1,980円の節約
原油換算22.66ℓ　ＣＯ₂削減量33.5㎏

※　室温20℃のとき、設定温度が【中】の状態
で１日５時間使用した場合、３畳用のカー
ペットと２畳用のカーペットとの比較
☆設定温度は低めにしましょう

年間で電気185.97kwhの省エネ
約4,090円の節約
原油換算46.86ℓ　ＣＯ₂削減量69.4㎏

※　３畳用で、設定温度を【強】から【中】に
した場合（１日５時間使用）
出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ

大事典2010年版】
（本庁くらしと環境課）

　

平
成
23
・
24
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
入
札
参
加
希
望

者
は
、
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
要
領
・
様
式
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
12
月
10
日
㈮
～
平
成

23
年
１
月
31
日
㈪
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
。）

※　

郵
送
の
場
合
は
１
月
31
日
㈪

の
消
印
有
効
、
宅
配
の
場
合
は

１
月
31
日
㈪
必
着
で
す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
管
財
課
入
札
管
理
係

（
☎
内
線
２
５
１
）

　

森
林
法
に
基
づ
き
、
適
切
な
森

林
施
業
を
確
保
す
る
た
め
、
立
木

を
伐
採
す
る
際
に
は
、
自
己
所
有

の
森
林
で
あ
っ
て
も
伐
採
の
30
日

前
ま
で
に
、
伐
採
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
保
安
林
指
定
さ
れ
た
森

林
の
伐
採
や
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

超
え
る
林
地
の
開
発
行
為
は
、
県

へ
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
伐
採
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
内
線
４
２
７
）

各
支
所
産
業
課

　

農
業
委
員
会
委
員
と
な
る
資
格

が
あ
る
人
は
「
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者　
次
の
す
べ
て
の
項
目
に

該
当
す
る
人

１　

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

２　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、

浜
田
市
に
住
所
の
あ
る
人

３　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
・
10
ア
ー
ル
（
約
１
反
歩
）
以
上

の
農
地
で
耕
作
を
営
ん
で
い
る

人
・
耕
作
を
営
ん
で
い
る
人
の
同
居

の
親
族
か
そ
の
配
偶
者
で
、
年

間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て

い
る
人

提
出
締
切
日

平
成
23
年
１
月
７
日
㈮

申
請
書
の
配
布
及
び
提
出
方
法

　

平
成
22
年
度
に
登
録
の
あ
る
農

家
世
帯
の
申
請
書
は
、
12
月
中
旬

以
降
に
該
当
農
家
へ
個
々
に
送
付

し
ま
す
。
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

新
た
に
申
請
書
が
必
要
な
人

は
、
本
庁
農
業
委
員
会
・
市
選

挙
管
理
委
員
会
・
各
支
所
産
業

課
に
あ
り
ま
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

登
録
資
格
が
あ
る
人
で
も
申

請
書
を
提
出
し
な
い
と
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
ま
せ
ん
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
内
線
４
２
４
・
４
２
５
）

今日からおうちで省エネ !!【電気カーペットの巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～

産
業
・
地
域
活
性
化

平
成
23
・
24
年
度

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
に
つ
い
て

伐
採
届
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成

し
ま
す
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療
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環
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浜
田
マ
リ
ン
大
橋

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
帰
省
し
た

家
族
な
ど
と
一
緒
に
、
浜
田
マ
リ

ン
大
橋
の
華
や
か
な
景
観
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
23
年
１
月
１
日
㈷
～

３
日
㈪
（
予
定
）

午
後
７
時
～
10
時
（
予
定
）

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
産
課
水
産
係

（
☎
内
線
３
５
４
）

　

水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
（
市
公

設
水
産
物
仲
買
売
場
）
の
使
用
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

施
設
場
所　
原
井
町
（
浜
田
漁
港

４
号
市
場
向
か
い
）

施
設
概
要　
昭
和
55
年
３
月
建

築
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
建

募集概要
募集箇所 面積 使用料

（１か月） 附属設備 使途

１階
（仲買売場）

1マス20㎡
（5m×4m） 33,000円／マス

電気・
水道設備

生鮮水産物・冷
凍水産物・水産
加工品の販売な
ど

２階
（事務室）

1室42.5㎡
（5m×8.5m） 55,000円／室

事務室（倉庫な
どとしての利用
も可能）

※　空き室状況など詳しくは、お問い合わせください。

※　

２
階
に
つ
い
て
は
、水
産
物
・

水
産
加
工
品
の
販
売
な
ど
以
外

で
も
使
用
可
能
で
す
。
電
気
・

水
道
の
使
用
料
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
敷
地
内
に
無
料
駐
車
場
が

あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
希
望
す
る
人
は
、
申

込
用
紙
（
浜
田
魚
商
協
同
組
合

事
務
局
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
先

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
原
井
町
）

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
☎
�
１
７
８
８
）

本
庁
水
産
課（
☎
内
線
３
５
４
）

　本郷自治会（旭町）では、宝くじの普及広報を目
的として、その受託事業収入を財源に実施している
㈶自治総合センターの平成22年度コミュニティ助成
事業（宝くじ助成事業）により、石見神楽の子ども
神楽衣装などを新調しました。
　少子高齢化が進む中、本郷地区活性化の起爆剤と
して、神楽という伝統芸能を通じ、子どもから高齢
者まで楽しむことのできるコミュニティの場を維持
し、活性化に向けた取り組みを進めることとしてい
ます。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
を
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
引
き
続
い
て
「
ふ
る

さ
と
“
は
ま
だ
”
に
貢
献
し
た
い
、

応
援
し
た
い
」
と
い
う
皆
さ
ん
か

ら
の
寄
附
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

次
の
６
つ
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
に

沿
っ
た
事
業
に
寄
附
金
を
充
て
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
市
外
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん

に
も
「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

１　

伝
統
芸
能
並
び
に
地
域
文
化

の
伝
承
及
び
育
成
に
関
す
る
事

業
２　

特
産
品
の
育
成
及
び
地
域
産

業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

３　

自
然
環
境
並
び
に
地
域
景
観

の
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
事

業
４　

高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

５　

青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
教

育
環
境
整
備
に
関
す
る
事
業

６　

浜
田
城
に
関
す
る
資
料
館
及

び
城
山
整
備
に
関
す
る
事
業 （市旭支所自治振興課）

平成22年度宝くじ
コミュニティ助成事業

水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
の

使
用
者
募
集

ふ
る
さ
と
浜
田
を
応
援
し
て

く
だ
さ
い



13　　　広報はまだ：平成22年12月号

至 益田 三階小学校

至 江津

至 運転免許
　 センター

いわみーる
世界こども
美術館

総合福祉
センター

県立大学 植樹枡開放区間

国道９号線バイパス
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療
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環
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務
・
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健
康
・
福
祉

子

育

て

　

な
お
、
寄
附
を
し
て
も
ら
っ
た

人
へ
の
お
礼
と
し
て
、
１
万
円
以

上
の
寄
附
者
に
、
年
末
時
期
に
石

見
神
楽
カ
レ
ン
ダ
ー
を
送
付
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
と
し
て
、
特
例
的
に
10
万
円

以
上
の
寄
附
者
に
は
５
千
円
相
当
、

50
万
円
以
上
の
寄
附
者
に
は
１
万

円
相
当
の
特
産
品
を
贈
呈
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
を
す
る
に
は
…

①
ふ
る
さ
と
寄
附
申
出
書
（
本
庁

地
域
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。
市

及
び
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
電
子
申
請
で

も
可
）。

②
窓
口
へ
来
庁
さ
れ
た
場
合
、
寄

附
金
の
納
入
書
を
そ
の
場
で
発

行
し
ま
す
。
郵
送
な
ど
の
場
合

は
、
送
付
し
ま
す
（
県
外
在
住

者
に
は
郵
便
振
替
用
紙
を
添
え

て
送
付
し
ま
す
）。

③
納
入
書
に
よ
り
寄
附
金
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

次
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て

も
ら
う
場
合
の
振
込
手
数
料
は

無
料
で
す
。

山
陰
合
同
銀
行
・
い
わ
み
中
央

農
業
協
同
組
合
・
島
根
銀
行
・

中
国
労
働
金
庫
・
島
根
益
田
信

用
組
合
・
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
協

同
組
合
・
日
本
海
信
用
金
庫
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

④
納
付
確
認
後
、
寄
附
金
受
領
証

明
書
を
送
付
し
ま
す
。
寄
附
金

受
領
証
明
書
は
寄
附
金
控
除
の

申
告
に
必
要
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
内
線
３
４
２
・
３
４
３
）

　

市
で
は
、
大
学
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
そ

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
大

学
通
り
沿
い
の
歩
道
に
設
置
し
た

植
樹
枡（
植
樹
の
幹
周
り
の
部
分
）

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
、
個

性
豊
か
な
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
の
製
作

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
「
わ
た
し

は
、
ま
ち
の
園
芸
家
！
」
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

植
樹
枡
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

管
理
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
な
か

に
は
複
数
の
植
樹
枡
を
個
人
・
地

域
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
管
理

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
植
樹
枡
に
い
く
つ
か
の

空
き
が
あ
り
ま
す
。
個
人
で
、
家

族
で
、
仲
間
で
、
企
業
で
、
大
学

通
り
に
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
地

域
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。）
に

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
希
望

す
る
区
画
数
を
明
記
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
内
線
３
４
２
）

　

市
で
は
、次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

件
名　
浜
田
市
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン

募
集
・
閲
覧
期
間

12
月
中
旬
か
ら
30
日
程
度

閲
覧
場
所

市
役
所
本
庁
地
域
政
策
課

市
役
所
各
支
所
自
治
振
興
課

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.
sh

im
a
n
e.jp

/m
a
ch

i/p
u
b
_

com
m
ent.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
内
線
３
４
４
・
３
４
９
）

　

国
民
健
康
保
険
料
の
年
間
納
付

額
の
お
知
ら
せ
は
、
１
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。

　

年
末
調
整
な
ど
で
必
要
な
人

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
内
線
２
２
７
・
２
３
５
）

各
支
所
自
治
振
興
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）

歴史的建造物「御便殿」

「
わ
た
し
は
、
ま
ち
の
園
芸

家
！
」
事
業
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
に
つ
い
て

税
務
・
納
税

国
民
健
康
保
険
料

年
間
納
付
額
の
お
知
ら
せ
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広報はまだ：平成22年12月号　　　14

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
第
一
・
第

二
係
（
☎
内
線
２
３
３
・
２
３

４
・
２
３
６
・
２
３
７
）

　

個
人
や
法
人
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
事

業
用
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申

告
期
限
ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
告
期
限

平
成
23
年
１
月
31
日
㈪

申
告
相
談
窓
口
設
置
の
お
知
ら
せ

　

償
却
資
産
の
申
告
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
す
。

日
時　
平
成
23
年
１
月
17
日
㈪
～

１
月
28
日
㈮（
土
・
日
を
除
く
。）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

必
要
書
類　
申
告
書
類
一
式
・
法

人
税
又
は
所
得
税
の
確
定
申
告

関
係
書
類
・
印
鑑
（
法
人
の
場

合
は
法
人
印
）

※　

償
却
資
産
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
償
却
資
産
申
告
書
（
12
月

上
旬
送
付
予
定
）
に
同
封
し
て

い
る
「
申
告
の
手
引
き
」
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※　

償
却
資
産
の
申
告
書
が
届
い

て
い
な
い
人
又
は
申
告
案
内
が

あ
っ
た
人
で
申
告
が
必
要
な
場

合
は
、
申
告
書
を
送
付
し
ま
す

相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保

険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
基

づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取
扱
い
の

変
更
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
遺
族
が
年
金
と
し

て
受
給
す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、

相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部

分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
課
税

対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁

判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に

係
る
税
務
上
の
取
扱
い
を
改
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成

17
年
分
か
ら
平
成
21
年
分
ま
で
の

各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め

過
ぎ
と
な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
そ
の
納
め
過
ぎ
と
な
っ
て
い

る
所
得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
は
、
必
要
な
手

続
（
更
正
の
請
求
又
は
確
定
申
告

な
ど
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
対
象
と
な
る
人
や
所
得
税
の

還
付
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp/

※　

平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早

い
人
は
12
月
末
が
還
付
で
き
る

期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

受
け
取
っ
た
年
金
の
受
給
権

が
相
続
税
や
贈
与
税
の
課
税
対

象
と
な
る
場
合
は
、
実
際
に
相

続
税
や
贈
与
税
の
納
税
額
が
生

じ
な
か
っ
た
人
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署（
☎
�
０
４
５
８
）

　

保
育
所
は
、
保
護
者
の
様
々
な

事
情
に
よ
り
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
と
き
に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て

児
童
を
保
育
す
る
児
童
福
祉
施
設

で
す
。

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
の
認
可
保

育
所
の
新
規
入
所
（
転
園
希
望
も

含
む
。）
の
申
込
み
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
平
成
23

年
４
月
以
降
も
現
在
入
所
中
の
保

育
所
に
継
続
入
所
を
希
望
す
る
場

合
の
手
続
は
、別
途
連
絡
し
ま
す
。

入
所
対
象
児
童

　

保
護
者
や
同
居
者
が
次
の
よ
う

な
事
情
で
、
家
庭
で
保
育
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
児
童

・
家
庭
外
で
常
時
働
い
て
い
る
。

・
家
庭
内
で
家
事
・
育
児
以
外
の

仕
事
を
常
時
し
て
い
る
。

・
母
親
が
出
産
の
前
後
（
２
か
月

程
度
）
で
あ
る
。

・
病
気
又
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
。

・
病
気
の
家
族
を
常
時
看
護
し
て

い
る
。

・
災
害
な
ど
で
居
宅
を
失
っ
た
。

新
規
入
所
（
転
園
も
含
む
。）
申
込

手
続

申
込
期
間

第
１
次　

12
月
15
日
㈬
～
平
成
23

年
１
月
20
日
㈭

第
２
次　

平
成
23
年
３
月
１
日
㈫

～
10
日
㈭

申
込
方
法

　

保
育
所
入
所
申
込
書
【
本
庁
子

育
て
支
援
課
・
各
支
所
市
民
福
祉

課
（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）・
各

認
可
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。】
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
保
育
が
で
き
な

い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
在
職

　市税・国民健康保険料（税）・後期高齢者医
療保険料の納付・納付相談について、平日夜
間窓口を開設します。仕事などで日中の納付・
納付相談が困難な人や納め忘れていた人は、
ぜひ利用してください。
期間　12月16日㈭・17日㈮・20日㈪・21日㈫

24日㈮・27日㈪
　　　午後５時30分～７時30分
場所　市役所本庁２階徴収課⑰番窓口
※　本庁川側地階入口から

お入りください。
問い合わせ先

本庁徴収課
（☎内線２１３・２１５）

市税・国民健康保険料(税)・
後期高齢者医療保険料

夜間納付窓口を開設します

平
成
23
年
度
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）の
申
告

に
つ
い
て

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

子
育
て

平
成
23
年
４
月
か
ら
の

保
育
所
新
規
入
所
児
童

の
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

証
明
書
な
ど
）
と
収
入
が
分
か
る

も
の
（
平
成
22
年
分
の
源
泉
徴
収

票
な
ど
）
を
添
付
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
書
提
出

の
際
に
家
庭
の
状
況
を
面
接
に
よ

り
確
認
し
ま
す
。

※　

認
定
こ
ど
も
園
（
日
脚
保
育

園
・
あ
さ
ひ
子
ど
も
園
）
へ
の

入
所
に
つ
い
て
は
、
直
接
当
該

施
設
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
は
、
認
可
保
育
所
と

同
様
で
す
。

入
所
基
準
と
入
所
決
定
の
方
法

　

面
接
に
よ
り
把
握
し
た
家
庭
状

況
を
保
育
所
入
所
面
接
表
（
申
込

書
裏
面
参
照
）
に
基
づ
き
点
数
化

を
行
い
、
１
４
０
点
以
上
を
入
所

可
能
と
認
め
ま
す
。

　

入
所
可
能
と
認
め
た
申
込
児
童

数
が
、
保
育
所
の
定
員
を
超
え
た

場
合
に
は
選
考
を
行
い
、
点
数
が

高
い
ほ
ど
必
要
性
が
高
い
と
判
断

し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
入
所
を

決
定
し
ま
す
。

※　

父
又
は
母
が
就
職
活
動
を
し

て
い
る
世
帯
は
、
入
所
要
件
を

満
た
す
と
認
め
た
申
込
児
童
数

が
、
希
望
し
た
保
育
所
の
定
員

を
超
え
な
い
場
合
は
１
次
募
集

期
間
終
了
後
の
選
考
に
よ
り
入

所
の
決
定
を
行
い
ま
す
が
、
保

育
所
の
定
員
を
超
え
る
場
合
は

２
次
募
集
期
間
終
了
後
の
選
考

に
よ
り
入
所
の
決
定
を
行
い
ま

す
。

保
育
料

　

保
育
料
は
、
保
護
者
の
前
年
の

所
得
税
や
住
民
税
の
課
税
状
況
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。
保
育
所
に
在

籍
し
て
い
る
間
は
、
出
欠
席
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
保
育
料
の
納
入

が
必
要
で
す
。

保
育
の
実
施
期
間

　

保
育
の
実
施
期
間
は
、
小
学
校

就
学
始
期
ま
で
の
範
囲
内
で
保
護

者
及
び
同
居
の
親
族
な
ど
が
児
童

を
保
育
で
き
な
い
期
間
で
す
。

　

な
お
、
就
職
活
動
を
理
由
と
す

る
保
育
の
実
施
期
間
は
、
最
長
で

３
か
月
間
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
内
線
１
６
５
・
１
６
６
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

施設の状況 ※　10月１日時点の状況
【認可保育所】

施　設　名 所在地 定員
（人） 開所時間 一時

保育
延長
保育

私
立

ちどり保育所 松原町 60 7:10～19:45 ○ ○
浜田ひかり保育所 原町 90 7:00～19:00 ○ ○
聖バルナバ保育園 浅井町 90 7:10～19:30 ○ ○
みなと保育園 港町 160 7:00～20:00 ○ ○
美川保育園 内村町 60 7:10～19:00 ○ ○
周布保育園 周布町 60 7:15～18:45 ○ ○
長沢保育園 長沢町 120 7:00～20:00 ○ ○
つくし保育園 佐野町 20 7:15～18:45 ○ ○
れんげ保育園 熱田町 60 7:10～19:10 ○ ○
あおい保育園 大辻町 90 7:30～19:00 ○ ○
こくふ保育園 国分町 160 7:00～20:00 ○ ○
みのり保育園 相生町 90 7:15～19:15 ○ ○
有福保育園 下有福町 20 7:00～19:00 ○ ○
ちどり第２保育所 長浜町 50 7:10～19:45 ○ ○
今福保育園 金城町今福 30 7:00～19:00 ○ ○
くもぎ保育園 金城町七条 90 7:15～18:45 ○ ○
波佐保育園 金城町波佐 20 7:15～18:45 ○ ○
おぐに保育園 金城町小国 30 7:00～18:30 ○ ○
安城保育園 弥栄町長安本郷 20 7:10～18:50 ○ ○
杵束保育園 弥栄町木都賀 20 7:10～18:50 ○ ○
三保保育園 三隅町湊浦 45 7:20～18:30 ○
三隅保育所 三隅町向野田 80 7:30～18:30 ○
岡見保育所 三隅町岡見 45 7:30～18:30 ○
井野保育所 三隅町井野 20 7:45～17:15 ○
うみかぜ保育園 久代町 45 7:00～20:00 ○ ○（平成23年４月１日開設予定）　

【認定こども園】

施　設　名 所在地 定員
（人） 開所時間 一時

保育
延長
保育

私
立

日脚保育園 日脚町 120 7:00～19:00 ○ ○
あさひ子ども園 旭町丸原 60 7:15～19:15 ○ ○

　

幼
稚
園
教
育
は
、
家
庭
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
生
涯
に
わ
た
る

人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
１
日
の
保
育
時
間

は
４
時
間
程
度
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
護
者
又
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が

在
宅
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

入
園
資
格　
市
内
在
住
で
、
次
に

該
当
す
る
幼
児

１
年
保
育
児
（
年
長
児
）

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18

年
４
月
１
日
生
ま
れ

２
年
保
育
児
（
年
中
児
）

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ

３
年
保
育
児
（
年
少
児
）

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20

年
４
月
１
日
生
ま
れ

保
育
料

１
人
月
額
７
、
５
０
０
円

申
込
期
間

12
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
４
時

平
成
23
年
度
市
立
幼
稚
園
児

の
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

申
込
方
法　
入
園
申
込
書
（
市
教

育
委
員
会
及
び
各
幼
稚
園
に
あ

り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
希
望
す
る
幼
稚
園
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

申
込
み
は
１
園
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
申
込
期
間
後
も
定
員
に

達
し
て
い
な
け
れ
ば
、
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

　

美
川
幼
稚
園
は
、
２
年
保
育
児

と
１
年
保
育
児
の
混
合
学
級
と
な

り
ま
す
。
ほ
か
の
幼
稚
園
も
次
の

基
準
に
よ
り
２
学
年
の
異
年
齢
児

に
よ
る
混
合
学
級
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
級
数
が
２
学
級
以
上

の
園
で
、
全
園
児
数
が
30
人
未
満

と
な
る
場
合
は
、
教
頭
が
担
任
を

兼
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※　

３
年
保
育
児
が
定
員
を
上

回
っ
た
場
合
、
４
園
間
で
調
整

の
上
、
原
則
と
し
て
抽
選
と
し

ま
す
。

※　

２
年
保
育
児
及
び
１
年
保
育

児
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
、

継
続
在
園
者
を
優
先
す
る
こ
と

と
し
、
新
規
募
集
者
の
み
抽
選

を
行
い
ま
す
。

※　

原
井
幼
稚
園
に
は
特
別
支
援

学
級
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

（
☎
内
線
４
５
４
）

原
井
幼
稚
園（
☎
�
０
０
７
６
）

石
見
幼
稚
園（
☎
�
０
４
９
３
）

長
浜
幼
稚
園（
☎
�
０
５
７
５
）

美
川
幼
稚
園（
☎
�
０
１
８
５
）

継続在園者数及び新規募集人数 （10月１日現在）

幼稚園名
継続在園者数 新規募集人数

１年保育 ２年保育 ３年保育 １年保育 ２年保育 ３年保育
原井幼稚園 19 9 0 16 26 20
石見幼稚園 19 5 0 51 65 20
長浜幼稚園 13 7 0 22 28 20
美川幼稚園 27 0 0 20
※　継続在園者数とは、平成22年度から持ち上がりとなる予定の園児
数を指します。

※　今後の異動状況により、新規募集人数が変更となる場合があります。

混合学級編制基準
区　分 基準園児数

２年保育児と
１年保育児の
混合学級

２年保育児と１年保育児
の合計園児数が25人以
下の場合

３年保育児を
含む混合学級

３年保育児と２年保育児
又は１年保育児の合計園
児数が10人以下の場合

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

　

精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

65
歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
障
が
い

が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、

市
長
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
所
得
税
及
び
市
民
税
県
民
税

の
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

対
象
者

①　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人

②　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
が
障
が
い
の
あ

る
人

③　

①
及
び
②
の
人
を
扶
養
し
て

い
る
人
で
、
障
害
者
控
除
の
申

請
を
希
望
す
る
人

※　

該
当
す
る
人
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

な
お
、
既
に
障
害
者
控
除
を

受
け
て
い
る
人
及
び
障
害
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

控
除
額

市
民
税
県
民
税

・
障
害
者
控
除　
　
　

26
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　

30
万
円

所
得
税

・
障
害
者
控
除　
　
　

27
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　

40
万
円

　

特
別
障
害
者
と
同
居
し
て
い
る

場
合
は
、
市
民
税
県
民
税
で
23
万

円
、
所
得
税
で
35
万
円
が
扶
養
控

除
額
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
本
人
で
合
計

所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の

人
は
市
民
税
県
民
税
が
非
課
税
に

な
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
害
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
５
２
・
１
５
３
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

　

初
歩
き
で
身
も
心
も
ス
ッ
キ
リ

し
て
新
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
？

日
時　
平
成
23
年
１
月
３
日
㈪

（
雨
天
中
止
・
小
雨
決
行
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～

出
発
時
間　
午
前
10
時

集
合
場
所　
三
階
小
学
校
玄
関
前

広
場

コ
ー
ス　
三
階
山（
７
㎞
コ
ー
ス
・

10
㎞
コ
ー
ス
か
ら
選
択
で
き
ま

す
。）

参
加
費　
無
料

※　

保
険
料
は
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
12
月
24
日
㈮

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

※　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０-

９
５

０
７-

１
７
５
５
）

健
康
・
福
祉

所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者

控
除
の
認
定
に
つ
い
て

歩
く
健
康
づ
く
り
普
及
事
業

～
初
歩
き
三
階
山
登
頂

　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

体が温まる食べ物

対
象　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看

護
職
員
な
ど

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

日
時　
12
月
８
日
㈬
・
平
成
23
年

１
月
12
日
㈬

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
県
看
護
協
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
そ
よ
か
ぜ
の
丘

（
☎
�
０
１
８
２
）

担
当
者　
森
川
友
子
さ
ん
（
県
看

護
協
会
再
就
業
相
談
員
）

問
い
合
わ
せ
先

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除（
非
課
税
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険

料
を
申
告
す
る
た
め
の
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
を
11
月
上
旬
に
送
付
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
１
日
以
降
に
、
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
２
月
上
旬
に
当
該
控
除
証
明
書

を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０-

０
７
０-

１

１
７
）

※　

Ｉ
Ｐ
電
話
の
人
は
（
☎
０
３

-

６
７
０
０-

１
１
３
０
）
へ

か
け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

平
成
23
年
３
月
15
日
㈫
ま
で

（
本
庁
医
療
保
険
課
）

○体を温める食べ物で寒い冬を乗り切りましょ
う

　体の芯まで冷え込む季節となりました。エ
アコンやストーブを入れるのもいいですが、
ちょっと視点を変えて「体を温める食べ物」で
内側から温めてみませんか？
○食べ物の中にも「体を温める食品」と「体を
冷やす食品」があるのをご存じですか？

【体を温める食品】
・寒い地方で作られ、冬が旬の物（じゃがい

も・かぼちゃ・りんごなど）
・地面の下で育った物（根菜類や芋類）
・水分が少なく硬い食材
・香味野菜や香辛料（しょうが・にんにく・ね

ぎ・にら・唐辛子など）
【体を冷やす食品】
・暖かい地方で作られ、夏が旬の物
・地面の上で育った物
・水分が多く柔らかい食材
※　寒い季節に夏の野菜を食べたいときは、加

熱調理することで冷える作用が和らぎます。

　寒いときには汁物などを食べると体が温まり
ますが、塩分を取り過ぎる季節でもあり注意が
必要です。高血圧症・心臓病・脳血管障害・腎
臓病を予防するためにも汁物は１日１杯までに
し、体を温める食品を上手に料理に取り入れま
しょう。
　また、香辛料をたくさん取り過ぎるとかえっ
て血圧を上げますので、激辛にはしないで香り
付け程度にしましょう。
　食事を抜くことも体が温まらないので、主食・
主菜・副菜の組み合わせを１日３食、規則正し
く食べましょう。
　大勢で囲む鍋料理は、一度にたくさんの野菜
を取れて体も心も温まります。今年の冬は、い
ろいろな鍋に挑戦してみてはいかがですか？

（市弥栄支所市民福祉課）

※　次回１月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。

食 育 コラムコラム 体が温まる食べ物

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
の
照
会
用
専
用

電
話
に
つ
い
て
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
に
お

い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
の
介
護
保
険
料
の
納
付
証

明
書
が
必
要
な
人
に
は
、「
介
護

保
険
料
払
込
額
の
お
知
ら
せ
（
年

末
調
整
用
）」
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
者
が
生
計
を
共
に

す
る
配
偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族

の
負
担
す
べ
き
介
護
保
険
料
を
支

払
っ
た
場
合
の
取
扱
い
は
次
の

①
・
②
の
と
お
り
で
す
。

①　

配
偶
者
や
親
族
の
介
護
保
険

料
が
、
納
付
書
又
は
口
座
振
替

に
よ
り
納
付
（
普
通
徴
収
）
し

た
場
合
で
、
そ
の
介
護
保
険
料

を
申
告
者
が
代
わ
り
に
支
払
っ

て
い
る
と
き
に
は
、
申
告
者
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

（
例
）　
子
が
親
の
介
護
保
険
料

を
、
納
付
書
や
口
座
振
替
（
子

の
名
義
の
口
座
）
で
納
付
し
た

場
合
に
は
、
支
払
っ
た
子
の
社

会
保
険
料
控
除
に
使
え
ま
す
。

②　

配
偶
者
や
親
族
が
受
け
る
公

的
年
金
な
ど
か
ら
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
る
介
護
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
や
親
族

自
身
が
支
払
っ
た
も
の
で
あ
り
、

申
告
者
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
例
）　
夫
が
妻
を
扶
養
（
配
偶

者
控
除
）
に
し
て
い
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
妻
が
自
分
の
年
金

か
ら
天
引
き
で
介
護
保
険
料
を

納
め
て
い
る
場
合
に
は
、
夫
の

社
会
保
険
料
控
除
に
は
使
え
ま

せ
ん
。

記
載
内
容　
平
成
22
年
１
月
～
12

月
に
納
付
見
込
み
の
普
通
徴
収

の
介
護
保
険
料

※　

特
別
徴
収
分（
年
金
天
引
き
）

は
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら

年
明
け
に
送
付
さ
れ
る
「
平
成

22
年
分
源
泉
徴
収
票
」
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
で
き
る
人

本
人
及
び
同
居
親
族
の
人

※　

交
付
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
（
印
章
は
不
要
で
す
が
、

本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
な

ど
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）。

交
付
で
き
る
日

12
月
１
日
㈬
以
降

交
付
場
所

・
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課

・
市
役
所
本
庁
高
齢
者
障
害
者
福

祉
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　

昭
和
23
年
第
３
回
国
際
連
合
総

会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

て
以
来
、
国
連
で
は
こ
れ
を
記
念

し
、
毎
年
12
月
10
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
も
、
12
月
４
日
㈯
か
ら

10
日
㈮
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
、
広
く
国
民
に
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
次
の
強
調
事
項
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

○
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

　
「
人
権
週
間
」
に
あ
た
り
、
21

世
紀
が
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
わ

た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が「
人
権
」

を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正

し
く
認
識
し
、
明
る
く
豊
か
な
住

み
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
感
じ
た
り
、
悩
み
ご
と
や

困
り
ご
と
が
あ
る
人
は
、
松
江
地

方
法
務
局
浜
田
支
局
（
☎
�
０
９

５
９
）
又
は
人
権
擁
護
委
員
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
権
相
談
所
（
無
料
・
秘
密
厳

守
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

開
催
日
時
・
場
所
に
つ
い
て

は
、
毎
月
『
広
報
は
ま
だ
』
は

ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
）

年
末
調
整
用
納
付
証
明
書
の

交
付
に
つ
い
て

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域

人
権

人
権
に
つ
い
て

　
　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
①
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安
全
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心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局
及

び
浜
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
次
世
代
を
担
う
小
学
生
に
標

語
を
通
じ
て
人
権
尊
重
の
重
要

性
・
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
豊
か
な

人
権
感
覚
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
62
年
か
ら
毎
年
、
管
内
小
学

校
５
・
６
年
生
全
児
童
を
対
象
に

「
小
学
生
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
25
校
か
ら
７
３
５

編
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

次
の
と
お
り
入
選
作
品
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
入
選
作
品
を
基
に
「
日

め
く
り
人
権
標
語
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
作
製
し
、
各
小
学
校
な
ど
に
配

布
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９)

あ
り
が
と
う　

そ
の
一
言
で　

勇
気
出
る　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
井
小
６
年　

河　

上　

奈　

緒

ご
め
ん
な
さ
い　

ち
ゃ
ん
と
言
え
た
ら　

仲
な
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
井
小
６
年　

吉　

丸　

礼　

菜

は
も
の
よ
り　

こ
と
ば
が
つ
け
た　

ふ
か
い
き
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
雀
丘
小
５
年　

上　

野　

大　

貴

消
せ
な
い
よ　

言
葉
の
ぼ
う
力　

け
し
ご
む
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
雀
丘
小
５
年　

野
々
内　

晴　

香

大
声
で　

言
え
た
ら
い
い
な　
「
や
め
よ
う
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
雀
丘
小
５
年　

堀　

田　

咲　

季

あ
い
さ
つ
は　

み
ん
な
の
笑
顔　

広
げ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
原
小
５
年　

山　

田　

翔　

平

あ
り
が
と
う　

み
ん
な
の
笑
顔
で　

が
ん
ば
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
見
小
５
年　

神　

南　

里　

帆

笑
顔
は
ね　

み
ん
な
の
心
に　

ひ
を
と
も
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
見
小
５
年　

中　

谷　

芽　

生

ご
め
ん
ね
と　

言
え
る
勇
気
を　

育
て
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
見
小
５
年　

柳　

川　
　
　

往

差
し
の
べ
よ
う　

あ
な
た
が
も
っ
て
る　

救
い
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
野
小
６
年　

吉　

川　

隼　

輝

ご
め
ん
ね
っ
て　

心
す
っ
き
り　

い
い
気
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
野
小
５
年　

長
谷
川　

貴　

志

や
さ
し
い
心　

み
ん
な
が
も
て
ば　

世
界
が
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
小
５
年　

植　

田　

葵　

柚

言
わ
な
い
で　

自
分
が
言
わ
れ
て　

い
や
な
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
川
小
６
年　

長　

田　

愛　

司

教
室
に　

み
ん
な
の
笑
顔
が　

あ
ふ
れ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
川
小
６
年　

瀧　

山　

仁　

美

あ
り
が
と
う　

ふ
え
た
ら
い
い
な　

こ
の
こ
と
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
布
小
６
年　

川　

谷　

椋　

太

あ
い
さ
つ
は　

心
と
心
の　

に
じ
の
は
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
布
小
６
年　

栗　

山　

弓　

槻

い
や
な
こ
と　

い
や
だ
と
言
え
る　

そ
の
勇
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
布
小
６
年　

前　

原　

綾　

乃

は
じ
ま
る
よ　

人
と
の
出
会
い　

あ
い
さ
つ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
布
小
５
年　

尾　

崎　

玲　

華

あ
や
ま
ろ
う　

モ
ヤ
モ
ヤ
気
分　

ふ
っ
と
ば
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
布
小
５
年　

中　

嶋　

周　

平

や
さ
し
さ
を　

笑
顔
で
お
く
ろ
う　

友
達
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
浜
小
５
年　

松　

田　
　
　

亮

協
力
は　

み
ん
な
の
心　

つ
な
ぎ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
浜
小
５
年　

宮　

原　

剛　

正

広
め
よ
う　

思
い
や
り
の
心
と　

友
達
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
府
小
６
年　

佐
々
木　

遼　

人

勇
気
が
ね　

友
達
す
く
う　

第
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
府
小
５
年　

河　

野　

美　

波

い
や
な
こ
と
は　

だ
ま
っ
て
な
い
で　

言
っ
て
み
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
福
小
６
年　

大　

﨑　

健　

吾

き
え
な
い
よ　

心
に
つ
い
た　

ふ
か
い
傷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
階
小
６
年　

石　

田　

陽　

菜

悪
口
を　

か
る
い
気
持
ち
で　

言
わ
な
い
で
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
階
小
６
年　

小　

田　

桃　

子

か
え
ら
れ
る　

あ
な
た
の
一
言　

み
ん
な
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
階
小
６
年　

白　

須　

妃
南
子

助
け
て
と　

呼
び
か
け
す
る
目
に　

気
が
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
城
小
６
年　

小　

泉　

識　

子

な
く
そ
う
よ　

い
じ
め
の
心　

さ
べ
つ
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
城
小
５
年　

佐
々
本　

息　

吹

あ
い
さ
つ
は　

み
ん
な
の
笑
顔　

ひ
ろ
げ
る
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
城
小
５
年　

佐　

藤　

霞　

美

人
の
心　

な
に
げ
な
い
言
葉
で　

傷
つ
く
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
福
小
６
年　

岡　

田　

優　

子

勇
気
出
し　

注
意
す
る
の
も　

思
い
や
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
福
小
５
年　

杉　

本　
　
　

涼

小
学
生
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
作
品
決
ま
る
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産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

笑
顔
の
花　

心
の
底
か
ら　

育
て
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波
佐
小
５
年　

竹　

田　

奈　

央

思
い
や
り　

心
を
つ
な
ぐ　

か
け
橋
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
市
小
６
年　

半　

澤　
　
　

凛

泣
か
な
い
で　

一
人
じ
ゃ
な
い
よ　

顔
上
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
市
小
５
年　

金　

子　

将
太
朗

あ
い
さ
つ
で　

み
ん
な
に
元
気　

あ
げ
よ
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
田
小
６
年　

前　

田　

雄　

飛

う
れ
し
さ
が　

伝
わ
る
言
葉　

あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
小
５
年　

石　

橋　

侑　

奈

み
の
が
す
な　

一
人
ぼ
っ
ち
の　

そ
の
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
木
小
５
年　

大　

峠　

和　

音

あ
り
が
と
う　

自
分
の
気
持
ち　

伝
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
栄
小
６
年　

松　

本　

元　

気

あ
り
が
と
う　

そ
う
言
わ
れ
る
と　

う
れ
し
い
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
栄
小
６
年　

三　

浦　

健
太
郎

や
め
よ
う
よ　

い
じ
め
や
差
別　

い
や
な
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
栄
小
５
年　

上　

田　

未　

来

や
さ
し
さ
で　

こ
こ
ろ
と
こ
こ
ろ
を　

つ
な
ご
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
隅
小
５
年　

開　
　
　

渚　

生

さ
さ
え
あ
い　

み
ん
な
仲
よ
く　

差
別
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
隅
小
５
年　

永　

見　

悠　

太

命
は
ね　

み
ん
な
が
も
っ
て
る　

宝
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
隅
小
５
年　

村　

木　

春　

花

世
界
に
は　

い
じ
め
て
い
い
人　

だ
れ
も
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
見
小
６
年　

中　

間　

広　

希

い
や
な
こ
と　

自
分
で
悩
ま
ず　

打
ち
明
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
野
小
６
年　

竹　

下　

渚　

生

知
ら
ん
ぷ
り　

す
る
子
さ
れ
る
子　

悲
し
い
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
野
小
５
年　

武　

井　

真
生
子

考
え
て　

見
て
見
ぬ
ふ
り
も　

い
じ
め
だ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
野
小
室
谷
分
校
６
年　

大　

平　

加　

奈

　

市
で
は
、「
浜
田
市
人
権
尊
重

都
市
宣
言
」
を
制
定
し
、
人
権
意

識
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
更
に
、
お
互
い
に

人
権
、
そ
し
て
命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
、
人
権
の
視
点
を
持
っ

て
接
す
る
心
を
磨
き
、
人
権
尊
重

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
12
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時
50
分

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん
大
集
会

室
演
題　
亡
く
な
っ
た
娘
か
ら
の

生い
の
ち命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

講
師　
江
角
弘
道
さ
ん
・
由
利
子

さ
ん
（
斐
川
町
）

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
内
浜
田
市
人
権
・
同
和
教

育
推
進
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
☎
内
線
２
５
９
）

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

弥
栄
中
学
校
人
権
講
演
会

日
時　
12
月
15
日
㈬

午
後
２
時
～
３
時
50
分

場
所　
弥
栄
中
学
校
体
育
館

演
題　
多
文
化
社
会
・
日
本
を
考

え
る
～
広
島
朝
鮮
学
園
の
子
ど

も
た
ち
の
視
点
か
ら
～

講
師　
徐ソ

錫ソ
ッ
キ姫

さ
ん
（
広
島
朝
鮮

学
園
教
師
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
）

弥
栄
中
学
校（
☎
�
２
２
３
９
）

対
象　
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

浜
田

　

式
典
・
参
加
者
全
員
で
の
記
念

撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
23
年
１
月
９
日
㈰

受
付　

午
後
０
時
30
分
～

式
典　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

※　

個
人
あ
て
の
案
内
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
次
の
人
も
参
加
で
き

ま
す
。

・
浜
田
市
出
身
で
現
在
市
外
に
住

ん
で
い
る
人

・
浜
田
市
出
身
で
は
な
い
が
、
現

在
浜
田
市
に
住
ん
で
い
る
人

・
ほ
か
の
自
治
区
出
身
の
人

※　

新
成
人
の
家
族
も
入
場
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
内
線
４
５
７
）

金
城

　

式
典
・
参
加
者
全
員
で
の
記
念

撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
23
年
１
月
４
日
㈫

受
付　

午
前
９
時
30
分
～

式
典　

午
前
10
時
～

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
金
城
分
室

（
☎
�
１
２
３
７
）

旭
　

式
典
・
お
茶
席
・
参
加
者
全
員

で
の
記
念
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
23
年
１
月
４
日
㈫

受
付　

午
前
10
時
～

式
典　

午
前
11
時
～

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
旭
分
室

（
☎
�
１
４
４
０
）

※　

金
城
・
旭
自
治
区
の
対
象
者

に
は
案
内
を
す
る
予
定
で
す
。

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

人
権
集
会

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

平
成
23
年
成
人
式
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対
象
事
業　
平
成
23
年
４
月
～
平

成
24
年
３
月
に
実
施
・
終
了
す

る
事
業
で
地
域
文
化
の
振
興
・

芸
術
文
化
の
振
興
・
国
際
文
化

の
交
流
を
目
的
と
し
た
民
間
団

体
に
よ
る
自
主
的
か
つ
創
造
的

事
業

※　

営
利
法
人
や
行
政
機
関
が
実

質
主
体
者
で
あ
る
事
業
は
対
象

外
で
す
。

助
成
金
額　
対
象
経
費
の
１
／
２

（
原
則
10
万
円
以
上
の
事
業
費

で
、
10
万
円
単
位
で
助
成
し
ま

す
。）

申
込
方
法　
助
成
申
請
書
（
文
化

振
興
課
及
び
各
支
所
教
育
委
員

会
分
室
・
各
公
民
館
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
日

12
月
20
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化
フ
ァ
ン

ド
事
務
局
【
〒
６
９
０-

８
５

０
１　

松
江
市
殿
町
１
（
☎
０

８
５
２
�
５
５
０
０
・
▢ＦＡＸ
０
８

５
２
�
６
４
１
２
）】

　

今
年
の
冬
は
、
ご
家
庭
で
本
格

的
な
白
菜
キ
ム
チ
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
材
料
さ
え
そ
ろ
え
ば
、
意
外

と
簡
単
に
漬
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
大
勢
で
楽
し
く
挑
戦

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
12
月
17
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
18
人

料
金　
３
０
０
円
（
会
員
無
料
）

※　

塩
漬
け
し
た
白
菜
１
玉
と
密

閉
容
器
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
12
月
13
日
㈪

　

多
く
の
国
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

と
い
え
ば
盛
大
な
祝
宴
を
楽
し
む

日
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
に

な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
が

そ
ろ
う
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

※　

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
と

は
、
持
ち
寄
り
パ
ー
テ
ィ
の
こ

と
で
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も
（
子
ど
も
連

れ
で
の
参
加
も
大
丈
夫
で
す
。）

日
時　
12
月
18
日
㈯

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
20
人

料
金　
無
料

※　

料
理
１
品
（
申
込
み
の
際
に

お
聞
き
し
ま
す
。）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
12
月
16
日
㈭

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
ク

リ
ス
マ
ス
交
流
会
を
し
ま
す
！

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
話
や
外
国
の

遊
び
な
ど
を
、
外
国
か
ら
来
た
お

兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
た
ち
と
一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　
小
学
生

日
時　
12
月
19
日
㈰

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
30
人

料
金　
１
０
０
円

申
込
締
切
日　
12
月
17
日
㈮

　

市
国
際
交
流
員
の
王
一
鳴
さ
ん

に
、
簡
単
な
中
国
語
を
教
え
て
も

ら
い
ま
す
。
旅
行
に
行
っ
て
実
際

に
使
え
る
よ
う
な
も
の
か
ら
始
め

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
平
成
23
年
１
月
11
日
㈫
・

18
日
㈫
・
25
日
㈫
・
２
月
１
日

㈫
・
８
日
㈫
・
15
日
㈫
・
22
日

㈫
・
３
月
１
日
㈫
・
７
日
㈪
・

15
日
㈫
（
全
10
回
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日

平
成
23
年
１
月
７
日
㈮

対
象　
小
学
校
１
～
３
年
生

日
時前

期
１
回
目　

12
月
４
日
㈯

２
回
目　

12
月
18
日
㈯

午
前
８
時
50
分
～
正
午

※　

１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で

す
。

※　

前
期
参
加
者
は
、
平
成
23
年

１
月
開
催
予
定
の
後
期
教
室
に

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

定
員　
先
着
30
人
程
度

参
加
費　
１
教
室
６
５
０
円

（
貸
靴
代
・
滑
走
料
）

申
込
方
法　
直
接
、
参
加
費
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
み
も
で

き
ま
す
が
、
教
室
開
催
前
に
参

加
費
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
内
線
４
５
８
・
▢ＦＡＸ
�

５
０
９
０
）

韓
国
サ
ロ
ン

（
キ
ム
チ
漬
け
）

ク
リ
ス
マ
ス

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

中
国
語
講
座

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化

フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
を

募
集
し
ま
す

浜
田
国
際
交
流
協
会
か
ら

初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室
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はまだ
11月３日㈷

BB大鍋フェスティバル2010
（浜田漁港周辺特設会場）

やさか
11月３日㈷

第23回弥栄産業まつり
（市役所弥栄支所前イベント広場）

↑よさこい踊りで会は
　熱く盛り上がりまし
　た！

→
大人気のＢ級グルメフェ
スティバル
2 時間を超える行列ので
きたお店もありました

ＢＢ大鍋は、今年も長蛇の列ができました

→
集落コーナー
ふるさとまつ
り大賞は栃木
集落

↑　恒例の餅まきも大にぎわい！

↑　豪華商品を目指して紙飛行機飛ばし

←
オープニングは弥栄
中学校の和太鼓

←
野菜の展示即売
には長蛇の列が
できました

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
は
ま
だ
・
や
さ
か
編
）

大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
は
ま
だ
・
や
さ
か
編
）
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　10月31日㈰に「読み聞かせでみんなハッピー」が岡見公民館
で開催されました。
　この日は、全国各地の保育所などで絵本や紙芝居の読み聞か
せライブを行っている絵本作家の「よしとさん」とミュージシャ
ンの「ひうたさん」を迎えて、新感覚のライブ紙芝居が行われ
ました。
　町内外の保育所の園児と保護者ら約60人が参加し、紙芝居と
音楽をミックスした新感覚ライブを体験。参加した子どもたち
は、「歌や踊りがとても楽しかった。」と微笑んでいました。

　10月26日㈫、市総合福祉センターで「ご近所力アップで安全
安心なまちに」を演題に、ＮＨＫ政策局生活食料番組部チーフ
ディレクター黒川敬

たかし

さんを講師に招き、安全で安心して暮らす
ことのできるまちづくりについての講演会を開催しました。
　映像や自身の体験談、全国の先進的な妙案事例をあげ、『ピ
ンチはチャンス』『地域の絆の大切さ、必要性』などをキーワー
ドに講演されました。
　浜田市においても今後、市民一人ひとりが地域の安全安心に
ついて考え、より一層の地域力向上を図りましょう。

　10月28日㈭、東公園陸上競技場で「第５回浜田市保育連盟・
サッカー大会」が開催されました。
　この大会は、子供たちの健全育成と親睦を深めることを目的
に開催されており、市内の21の保育園（所）の園児約300人が
参加しました。
　当日、木枯らしの吹く寒い日でしたが、参加した子どもたち
は、一生懸命ボールを追いかけ、熱戦を繰り広げていました。

　11月２日㈫、黒沢公民館（三隅町）において「公民館行政サー
ビス開始式」を行いました。これは、支所から離れている地域
の皆さんの利便性の向上を図るもので、今後は三隅自治区内の
各公民館（三隅公民館を除く）で、住民票の写しや印鑑登録証
明書・所得課税証明書などが即日交付されることになります。
　開始式には、まちづくり推進委員の皆さんをはじめ、公民館
関係職員など約30人が出席されました。地域からは代表の人が
お礼の言葉を述べられ、出席された皆さんは「これからは便利
になるね」と喜んでおられました。

自作の紙芝居で園児たちを楽しませる「よしとさん」
（右）と「ひうたさん」（左）

講演会の様子　講師　黒川敬さん

元気いっぱい、はつらつプレー！

住民票の発行を受ける宇津市長

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

紙芝居の読み聞かせライブを開催

ご近所力アップで安全安心なまちに！
～安全安心講演会を実施～

地域に密着した行政サービスがスタート

第５回浜田市保育連盟・サッカー大会

みすみ
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　恒例の旭中学校吹奏楽部「旅立ちコンサート」が10月24日㈰、
旭センターで開催されました。
　１部では部員21人による演奏、２部では今年最後のコンサー
トとなる３年生によるソロステージや合奏が行われ、部員一人
ひとりがお世話になった人たちへ感謝の心を込め演奏を披露し
ました。
　また３部では同校卒業生との演奏や保護者との演歌デュエッ
トなどが行われ、コンサートを盛り上げました。

　10月23日㈯、第３回甚左衛門ウォーキング大会が開催され、
昨年を上回る73人の参加がありました。
　雲城公民館前を出発した参加者たちは、岡本甚左衛門（1774
～1842）が私財を投じて、親子三代にわたり築いた農業用の堤
や水路などの功績を地元ガイドの説明を受けながら巡りました。
　この大会は、金城三偉人（能

の う み

海寛
ゆたか

・島
し ま

村
む ら

抱
ほ う

月
げ つ

・岡本甚左衛門）
ウォーキング大会の第３弾で、３大会すべてに参加した11人に
は、大会を主催した金城自治区６公民館連絡協議会から完全制
覇賞が贈られました。

　10月23日㈯と24日㈰、かなぎウエスタンライディングパーク
で、「第18回全国障害者馬術大会＆ホースショー2010」が開催
され、期間中、全国各地から約600人の来場者がありました。
　大会には、地元１団体を含む14団体の延べ117人の選手が、
５競技（12種目）に出場し、日ごろの練習の成果を十分に発揮
しました。また、ホースショーでは、日本中央競馬会のトリッ
クホース（ポニーの演技）や、参加２団体によるカドリール（集
団で行う乗馬演技）が行われ、来場者を楽しませました。

「室谷の棚田まつり」が10月24日㈰、三隅町室谷で開催され
ました。このまつりは、「日本の棚田百選」に認定されたこと
を契機として地域の活性化を図ることを目的に毎年行われてお
り、今年は市内外から約500人が来場しました。
　当日は、あいにくの雨模様でしたが、町内在住のカップルが
棚田で結婚式を行い、井野小学校室谷分校の児童や住民が祝い
の歌やお囃

は や

子
し

で２人の門出を祝いました。また、地元で採れた
野菜や棚田米の販売、地元産の食材にこだわった「むろだに会
席膳」が提供され、来場者は楽しいひと時を過ごしました。

吹奏楽部員による演奏

ガイドの歌声に合わせ「地
じ

づき」を体験する参加者

選手たちの華麗な馬術に拍手が送られました

結婚式を挙げた瀧川一仁さんと香織さん

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

室谷で棚田まつりを開催

島根県で初の本格的馬術大会
～第18回全国障害者馬術大会＆ホースショー 2010～

親子三代にわたる功績を辿
た ど

る
～第3回甚

じ ん

左
ざ

衛
え

門
も ん

ウォーキング大会～

音に心を込めて
～旭中学校　旅立ちコンサート～

みすみ

かなぎ

かなぎ

あさひ
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マイバッグの持参を呼びかける園児たち

　今年10月に開庁２年を迎えた島根あさひ社会復帰促進セン
ターと地域とのふれあいを目的とした「第２回共生まつり」が
10月17日㈰、地域交流プラザまんてんで開催されました。
　同センターの紹介や松江刑務所による刑務所作業製品の展示
即売、石見神楽の上演や旭町在住の佐々岡さん兄弟による鬼太
郎のいる館展、神楽木版画展など盛りだくさんのイベントが行
われ、たくさんの来場者でにぎわいました。

　レジ袋の削減によりごみの減量化を図ろうと、はまだエコラ
イフ推進隊による「はまだマイバッグキャンペーン」（10月１
日～31日）が浜田市内の26店舗で行われました。
　初日の10月１日㈮、はまだエコライフ推進隊金城支部による
啓発イベントが、キヌヤ金城店（金城町七条）で開催されまし
た。イベントでは、くもぎ保育園の園児７人も参加し、約100
人の来店者へマイバッグと啓発用チラシを手渡しながら「レジ
袋を使わず、買い物袋を使ってください」とマイバッグの持参
を呼びかけました。

　10月３日㈰、ふるさと体験村周辺を会場に平成22年度弥栄
ロードレースが開催されました。
　今年はあいにくの天候となってしまいましたが、４コース・
６部門が開催され、町内の小・中学生を中心に43人の選手が参
加しました。
　ウォーミングアップから雨が降り、天候には恵まれませんで
したが、参加した選手の皆さんは悪条件をものともせず、元気
いっぱい走っていました。

　10月17日㈰、近畿弥栄会定期総会が大阪弥生会館で開催され
ました。
　第９回を迎えた今年の総会には、弥栄町出身の会員の皆さん
や関係者など104人が参加し、活動報告や郷土発展に協力する
事業計画などが承認されました。
　総会終了後の懇親会では、弥栄町の特産品販売、地元神楽社
中による石見神楽の上演や、地元出身の演歌歌手「山崎悌

て い

史
じ

さ
ん」の飛び入りショーも行われ、ふるさと盛りだくさんの総会
となりました。

刑務所作業製品の展示即売コーナー

雨の中でも頑張りました

定期総会の様子

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

矯正施設と地域のふれあい
～あさひっていいよね 第２回共生まつり～

園児によるマイバッグ持参の呼びかけ
～はまだマイバッグキャンペーン～

第９回近畿弥栄会定期総会
～弥栄の応援団集合～

初秋の弥栄を走る
～弥栄ロードレース大会～

やさか

やさか

あさひ
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じゃあ、読もう。

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
　（第１・第３日曜日は午後４時～６時）
○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○12月の休館日　23日㈷・28日㈫～
　　　　　　　　平成23年１月４日㈫
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紹介者　６歳　女性
図書名　徳間アニメ絵本

「ふしぎの海のナディア（上）（下）」
発行所　徳間書店
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紹介者　40代　男性
図書名　神々の指紋（上）（下）
著者名　グラハム・ハンコック
　歴史の本に書かれていないことを読んでみ
ませんか？紀元前１万3000年から前4000年の
間に南極大陸の正確な地図を作成した種族が
いた事実。当然ながら彼らは、地球が丸いと
いうことを知っていました。
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に
」
の
披
露
が
行
わ
れ
、
作
詞
者
・

平
田
俊
子
さ
ん
に
よ
る
歌
詞
の
朗
読

の
後
、
作
曲
者
・
寺
嶋
陸
也
さ
ん
に

よ
る
指
揮
の
も
と
、
浜
田
市
民
合
唱

団
・
石
央
文
化
ホ
ー
ル
合
唱
団“
響
”・

学
生
・
職
員
有
志
に
よ
る
合
唱
が
披

露
さ
れ
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

本
学
が
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

あ
る
と
の
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
式

典
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
島
根
県
立
大
学
の
活

動
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
10
月
10
日
㈰
、
島
根
県

立
大
学
開
学
10
周
年
記
念
式
典
が
本

学
講
堂
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
来
賓
・
卒
業
生
・
在
校

生
・
教
職
員
・
市
民
の
皆
さ
ん
約

２
５
０
人
が
参
加
し
、
開
学
10
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
開
式
の
辞
か
ら
始
ま

り
、
学
長
式
辞
に
続
き
、
溝
口
善
兵

衛
島
根
県
知
事
を
は
じ
め
と
し
た
来

賓
の
皆
さ
ん
か
ら
祝
辞
を
賜
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
こ
の
10
年
の
歩
み
を

振
り
返
る
映
像
の
上
映
、
本
学
の
活

動
を
支
援
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ

ん
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
披
露
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
大
学
歌
「
鳥
と
と
も

た
。
島
根
県
を
盛
り
上
げ
る
一
行
事

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
の
海
遊
祭
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

10
月
10
日
㈰
・
11
日
㈪
に
第
11
回

海
遊
祭
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
も
海
遊
祭
は
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
・
ご
協
力
の
も
と
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
海
遊
祭
実
行
委
員
会
一

同
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
２
日
間
は
感
謝
と
充
実
し
た
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
、
大
変
だ
っ
た
準

備
も
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

　

12
月
11
日
㈯
、「
国
際
文
化
交
流

の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
大
学

に
来
て
も
ら
い
、
世
界
の
様
々
な
文

化
に
触
れ
な
が
ら
学
生
や
教
職
員
ら

と
相
互
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

第
１
部
（
午
後
２
時
～
）
で
は
白

岩
貢
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）
と
秦
江
里

奈
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
ジ
ョ
イ

ン
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
を
、第
２
部
（
午

後
４
時
～
）
で
は
学
生
の
企
画
に
よ

る
交
流
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
多
数
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
交
流
研
究
課

（
☎
�
２
２
０
１
）

大学歌の披露

平成 20 年度の様子

　

浜
田
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

10
月
16
日
㈯
、
県
立
大
学
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
第
７
回
運
動
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
は
、
学
生
・
市
民
の
皆

さ
ん
合
わ
せ
て
２
８
０
人
以
上
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
と
地
域
の
人
が
交
流
し
、
皆

さ
ん
の
中
に
楽
し
い
思
い
出
と
し
て

深
く
残
っ
た
よ
う
で
実
行
委
員
一
同

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
つ
な
が
り

を
作
る
場
と
し
て
運
動
会
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

コミュニティプラザにて

大学授業の一般公開
　今年度も「現代しまね学・入門」を一般公開
授業として開講しています。
＜12月の開講日＞
・12月３日㈮　午後３時～４時30分
　下野貴志さん（島根県西部県民センター商工
　　　　　　　　労政グループ主任）
　「観光資源としての石見神楽」
・12月10日㈮　午後３時～４時30分
　今岡日出紀さん（島根県立大学教授）
　「地方財政について」
・12月17日㈮　午後３時～４時30分
　赤松俊彦さん（島根県立大学客員教授・島根
　　　　　　　　県総務部長）
　「島根県の財政の現状と課題（１）」
・12月24日㈮　午後３時～４時30分
　赤松俊彦さん（島根県立大学客員教授・島根
　　　　　　　　県総務部長）
　「島根県の財政の現状と課題（２）」
場所　講義・研究棟１階中講義室３
料金　無料
問い合わせ先　教務学生課（☎�２２１３）

vol.86
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www-u.shimane.ac.jp

開
学
10
周
年
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た

海
遊
祭
お
礼

海
遊
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

学
部
２
年　
柳
生
真
吾

第
10
回
「
国
際
文
化
交
流
の

夕
べ
」
の
ご
案
内

運
動
会
お
礼

運
動
会
開
催
実
行
委
員
会
代
表

学
部
４
年　
石
井
博
文
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◎石見の冬至祭り・光の回廊のお知らせ
　今年も「石見の冬至祭り・光の回廊」を開催します。
　冬至を祝って、美術館のあちこちに、島根県在住の作家や
地元の人たちが創作した石州和紙・陶器・磁器・石器・巨大
な竹のオブジェや、かわいらしい光の器が並びます。心にし
みる温かい数々の灯をお楽しみください。なお、石正美術館
は期間中、金曜日と土曜日は午後８時まで夜間営業及び建物
のライトアップをします。
会期　12月11日㈯～26日㈰（月曜休館）
夜間開館日　12月11日㈯・17日㈮・18日㈯・24日㈮・25日㈯
※　午後８時まで開館
料金　無料
※　詳しくは、お問い
合わせください。
問い合わせ先
　石正美術館
（☎�４３８８）

《本館展示室》
企画展「ノスタルジア―石本正の愛した
音楽・文学・映画―」
　　12月５日㈰まで
企画展「石本正のアトリエ」
　　12月11日㈯～平成23年３月27日㈰
前期　12月11日㈯～平成23年１月30日㈰
後期　平成23年２月４日㈮～３月27日㈰

《新館展示室》
企画展「石州和紙に描いた日本画」
　　12月11日㈯～平成23年１月30日㈰

《ギャラリー展示》
第10回室谷棚田写真展
　　12月５日㈰まで
石見の冬至祭り・光の回廊
　　12月11日㈯～26日㈰

《イベント情報》
室谷棚田写真展表彰式
　　12月５日㈰　午後１時～２時30分
西藤真弓　創作教室
　　12月11日㈯　午後１時～４時
クリスマス連弾パーティー
　　12月18日㈯　午後６時～７時30分
佐々木清　しめ飾りを作ろう
　　12月25日㈯　午後１時～４時

現
方
法
で
ふ
る
さ
と
の
紙
に
描
か
れ

た
作
品
を
通
し
て
、石
本
の
描
く
喜
び

と
奥
深
い
表
現
へ
の
こ
だ
わ
り
を
感

じ
取
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

期
間　
12
月
11
日
㈯
～
平
成
23
年
１

月
30
日
㈰

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

　

浜
田
市
三
隅
町
に
は
、
石
州
半
紙

（
重
要
無
形
文
化
財
・
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
）
が
あ
り
ま
す
。
石
本

正
は
、
地
元
の
和
紙
職
人
が
三み

つ

椏ま
た

で

漉す

い
た
石せ

き

正し
ょ
う

紙し

を
こ
よ
な
く
愛
し
、

美
術
館
開
館
以
来
も
っ
ぱ
ら
こ
の
紙

に
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
地
方
に
こ
そ
真
の
文

化
が
育は

ぐ
く

ま
れ
る
」
と
い
う
石
本
の
理

念
を
実
現
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
石

本
が
推
薦
し
た
日
本
画
家
25
人
に
和

紙
工
房
が
漉
い
た
石
州
和
紙
を
提
供

し
、
そ
の
紙
に
制
作
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
展
で
は
、
こ
う
し
て
出

来
上
が
っ
た
作
品
を
新
館
に
展
示
し

ま
す
。

　

本
館
で
は
、石
本
が
石
正
紙
に
描
い

た
作
品
を
公
開
し
ま
す
。
多
様
な
表

「石州和紙に描いた日本画」
西久松吉雄「森の塔」（2005年）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
「
石
州
和
紙
に
描
い

た
日
本
画
」
の
お
知
ら
せ
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世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ

続
け
て
い
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
絵
本
・

い
わ
む
ら
か
ず
お
さ
ん
の
「
14
ひ
き

の
シ
リ
ー
ズ
」。
お
と
う
さ
ん
、
お
か

あ
さ
ん
、お
じ
い
さ
ん
、お
ば
あ
さ
ん
、

そ
し
て
き
ょ
う
だ
い
10
ぴ
き
の
野
ね

ず
み
一
家
が
自
然
と
共
に
生
き
る
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
物
語
で
す
。

　

作
者
・
い
わ
む
ら
さ
ん
は
、創
作
活

動
の
地
を
生
ま
れ
た
東
京
か
ら
栃
木

県
益
子
町
に
移
し
、里
山
の
自
然
と
そ

こ
に
生
き
る
生
き
物
た
ち
を
主
人
公

に
し
た
絵
本
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
９
８
年
４
月
栃
木
県
那

珂
川
町
（
旧
馬
頭
町
）
に
『
い
わ
む

ら
か
ず
お
絵
本
の
丘
美
術
館
』
を
開

館
し
、
絵
本
・
自
然
・
子
ど
も
を
テ
ー

マ
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
14
ひ
き
の
シ
リ
ー
ズ

の
最
新
作
「
14
ひ
き
の
も
ち
つ
き
」、

こ
り
す
の
シ
リ
ー
ズ
の
「
ゆ
き
の
ひ

は
あ
つ
い
あ
つ
い
」
な
ど
の
絵
本
原

画
を
は
じ
め
、
絵
本
の
丘
美
術
館
で

の
活
動
の
様
子
を
展
示
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
、“
い
わ
む

ら
か
ず
お
の
絵
本
の
世
界
”
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
平
成
23
年
１
月
10
日
㈷
ま
で

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

日
時　
12
月
23
日
㈷

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

料
金　
当
日
の
観
覧
券
が
必
要

※　

お
は
な
し
会
終
了
後
、
サ
イ
ン

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

14 ひきのもちつき

ゆきのひはあついあつい

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
絵
手
紙
を
描
こ
う
》

　

先
生
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
絵

手
紙
に
挑
戦
し
よ
う
。
年
賀
状
を

作
っ
て
み
た
ら
す
て
き
だ
ね
。

◎
12
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

●
講
師　
山
根
節
美
さ
ん

《
自
然
の
リ
ー
ス
》

　

自
然
の
つ
る
や
木
の
実
を
使
っ
て

リ
ー
ス
作
り
を
し
よ
う
。

◎
12
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
森
の
え
ん
ぴ
つ
立
て
》

　

フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
て
え
ん
ぴ
つ
立

て
と
、
え
ん
ぴ
つ
キ
ャ
ッ
プ
を
作
る

よ
。
森
で
遊
ぶ
動
物
た
ち
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
作
ろ
う
。

◎
12
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
マ
ジ
ッ
ク
ラ
ン
タ
ン
》

　

画
用
紙
を
使
っ
て
、
懐
中
電
灯
の

明
か
り
で
輝
く
す
て
き
な
ラ
ン
タ
ン

作
り
に
挑
戦
し
よ
う
！

◎
12
月
23
日
㈷

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
作
り
》

　

大
人
気
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
作
り

第
２
弾
。
よ
く
飛
び
は
ね
る
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
を
作
ろ
う
。

◎
12
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

12
月
の
休
館
日

月
曜
日　

６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日

振
替
休　

24
日
㈮

年
末
年
始　

28
日
㈫
～
平
成
23

年
１
月
１
日
㈷

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.168

有

料

広

告

『
い
わ
む
ら
か
ず
お
の
絵
本

の
世
界
展
』

い
わ
む
ら
か
ず
お
お
は
な
し
会

12
月
の
イ
ベ
ン
ト
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まちかど

　　　伝言板

　

第
５
回
「
洋
菓
子
の
お
も
て
な
し

と
ふ
る
ま
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
人
と
は
？
浜
田
第
二
中

学
校
の
３
年
生
と
一
緒
に
勉
強
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
12
月
９
日
㈭

　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
０
時
15
分

場　
浜
田
公
民
館

作
法
講
師　
宮
川
幸
子
さ
ん

料　
無
料

申
込
方
法　
直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

コ
ッ
プ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を
対
象
に
ク

リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
父
子
家
庭
の
父
・
母
子
家
庭

の
母
・
寡
婦
の
人
（
親
子
参
加
可
）

日　
12
月
12
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
浜
田
公
民
館

講
師　
宮
木
千
鶴
子
さ
ん

定　
先
着
20
家
族

料　
一
家
族
あ
た
り
２
０
０
円

申
込
締
切
日　
12
月
３
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
母
子
会
連
合
会
事

務
局　

牛
尾
さ
ん

（
☎
�
３
２
０
９
）

島
根
県
母
子
会
連
合
会

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
２
０
）

　

フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
が
あ
る
皆
さ

ん
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

対
象　
ど
な
た
で
も（
親
子
参
加
可
）

日　
平
成
23
年
１
月
８
日
㈯
・
２
月

５
日
㈯
・
３
月
12
日
㈯

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　
１
人
１
回　

５
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

齋
藤
憲
嗣
さ
ん
（
☎
０
９
０-

２

２
９
４-

９
５
１
８
）

Em
ail:futsalham

ada@
yahoo.

co.jp

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
達
人
養
成
講
座
ー
第
３

弾
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
Ｗ
Ｅ
Ｂ
達
人
養
成
講
座
】

①
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
・
バ
ナ
ー
作

成
講
座

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ト
ル
や
バ

ナ
ー
・
ボ
タ
ン
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
す
。

日　
平
成
23
年
１
月
15
日
㈯
・
29
日

㈯
・
２
月
５
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
ブ
ロ
グ
・

動
画
サ
イ
ト
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
を

体
験
し
て
み
て
、
便
利
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
法
を
学
び
ま
す
。

日　
平
成
23
年
２
月
12
日
㈯
・
19
日

㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
３
研
修
室

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
実
費
）

申
込
締
切
日

　

①
平
成
23
年
１
月
11
日
㈫

　

②
平
成
23
年
２
月
８
日
㈫

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
・
メ
ー
ル

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

教
室
・
講
座

魅
力
学
講
座

ひ
と
り
親
家
庭

ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室

み
ん
な
の
た
め
の

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

地
域
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

有

料

広

告
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く
だ
さ
い
。

http://seibu.it-shim
ane.com

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｒ
い
わ
み
【
〒
６
９
７-

０
０

１
６　

野
原
町
１
８
２
６-

１　

い
わ
み
ー
る
４
階
（
☎
�
９
３
４

６
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
４
７
）】

Em
ail:seibu@

it-shim
ane.com

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

募
集
締
切
日　
平
成
23
年
２
月
28
日

㈪
（
必
着
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日　
12
月
５
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
３
０
２
研
修
室

申
・
問　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
）

日　
12
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
府
海
岸
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨「
神
楽
」（
予
定
）を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
対
価
と
し
て
進
呈
し
ま
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
２

　

４
４-

９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
作
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

全
国
か
ら
参
加
す
る
友
だ
ち
と
の

交
流
体
験
・
カ
ー
リ
ン
グ
体
験
・
野

外
活
動
体
験
（
か
ま
く
ら
作
り
＆
野

宿
体
験
な
ど
）・
酪
農
体
験
・
冬
の

動
物
視
察
（
旭
山
動
物
園
）・
自
然

体
験
（
雪
遊
び
）・
ア
イ
ヌ
民
族
へ

の
訪
問
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

対
象　
小
学
校
２
年
生
～
６
年
生

日　
12
月
25
日
㈯
～
31
日
㈮

場　
北
海
道
一
周

定　
先
着
20
人

参
加
費　
出
発
空
港
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

応
募
締
切
日　
12
月
10
日
㈮

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
☎
０
３-

６
４
５
９-

４
６
６

１
・
▢ＦＡＸ
０
３-

６
４
５
９-

４
６

３
３
）

Em
ail:info@

kskk.or.jp
http://w

w
w
.kskk.or.jp

日　
平
成
23
年
１
月
16
日
㈰

場　
第
四
中
学
校
校
庭
ス
タ
ー
ト
～

第
四
中
学
校
校
庭
ゴ
ー
ル

参
加
区
分　

男
子
１
部
＝
中
学
校
、

２
部
＝
高
校
、
３
部
＝
職
域
（
同

一
職
場
で
構
成
）、
４
部
＝
同
好
会

　

女
子
１
部
＝
中
学
校
、
２
部
＝
一

般
・
高
校

チ
ー
ム
編
成　
監
督
１
人
・
選
手
５

人
・
補
員
２
人

※　

小
学
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

料　
１
チ
ー
ム
７
、
０
０
０
円
（
中

学
校
・
高
校
チ
ー
ム
は
３
、
０
０

　

０
円
）

申
込
締
切
日　
12
月
22
日
㈬
必
着

申
込
方
法　
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
参
加

料
を
郵
便
振
替
で
振
り
込
ん
で
く

だ
さ
い
（
口
座
番
号
０
１
３
６
０

-

５-

７
２
９
４
５
浜
田
市
陸
上

競
技
協
会
）。

http://w
w
w
16.ocn.ne.jp/~ha

m
ariku/

申
・
問　
周
布
小
学
校
内
浜
田
市
駅

伝
競
走
大
会
事
務
局

伊
津
洋
士
さ
ん
（
☎
�
１
０
０
６
）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

募
　

集

平
成
23
年
度
第
１
学
期（
４
月
）

放
送
大
学
入
学
生

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ち
び
っ
こ
冒
険
学
校

楽
し
さ
丸
ご
と
冬
体
験in北

海
道

第
48
回
浜
田
市
駅
伝
競
走

大
会
出
場
チ
ー
ム

有

料

広

告
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
で
、
高
機
能

化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を

駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際

社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対

応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
人
を
養
成

す
る
た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者
な
ど

を
採
用
す
る
制
度
で
す
。

受
付
締
切
日　
平
成
23
年
１
月
７
日

㈮
（
必
着
）

応
募
資
格　
平
成
23
年
４
月
１
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

で
中
学
校
卒
業
者
又
は
中
等
教
育

学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

第
１
次
試
験　
平
成
23
年
１
月
22
日

㈯
試
験
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane

　

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多

数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

講
演
会
①

日　
12
月
４
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　
松
原
小
学
校
会
議
室

演
題　
学
校
で
は
？

講
師　
大
山
英
子
さ
ん
（
松
原
小
学

校
教
論
）

申
込
締
切
日　
12
月
２
日
㈭

講
演
会
②

日　
12
月
23
日
㈷

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

演
題　
お
医
者
に
聞
い
て
み
よ
う
！

講
師　
安
藤
幸
典
さ
ん
（
あ
ん
ど
う

子
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
）

申
込
締
切
日　
12
月
17
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

こ
の
事
業
は
、
島
根
県
社
会
福

祉
協
議
会
に
よ
る
「
こ
っ
こ
ろ
地

域
モ
デ
ル
事
業
」
の
補
助
金
を
受

け
て
い
ま
す
。

申
・
問　
松
原
小
学
校
通
級
指
導
教

室
内
浜
田
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の

会
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
２
８
１
４
）

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・
も
の
づ
く
り

体
験

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉

き
、
植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
、

和
紙
製
品
作
り
（
タ
コ
作
り
）
を
行

い
ま
す
。

日　
12
月
５
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

Ａ
３
判　

（
１
枚
）
６
０
０
円

つ
け
染
め
（
１
枚
）
５
０
０
円

タ
コ
作
り
（
１
個
）
５
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

楮こ
う
ぞの

原
木
蒸
し
・
原
木
剥は

ぎ
体
験

　

刈
り
取
っ
た
楮
の
原
木
を
蒸
し
、

黒
皮
を
剥
ぐ
原
料
処
理
作
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

日　
12
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
無
料

※　

申
込
み
が
必
要
で
す
。
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
で
は

“
食
”
を
と
お
し
て
、
お
隣
韓
国
の

文
化
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
食
文

化
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
と

韓
国
人
留
学
生
を
交
え
て
、
み
ん
な

で
楽
し
く
韓
国
の
家
庭
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

日　
12
月
11
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
石
見
公
民
館

講
師　
福
島
明
淑
さ
ん
（
ミ
ョ
ン
ス

ク
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
）

定　
先
着
20
人

料　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
内
石
央

　

地
区
日
韓
親
善
協
会
（
☎
�
３
０

　

２
５
・
▢ＦＡＸ
�
５
４
０
０
）

Em
ail:cci3202@

ham
ada-cci.

or.jp

有

料

広

告

資
格
・
試
験

自　
衛　
官

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

輝
き
Ｍ
Ａ
Ｘ
！
子
ど
も
た
ち

と
出
会
っ
て
、
繋つ

な

が
っ
て

～
発
達
障
が
い
へ
の

理
解
を
支
点
に
し
て
～

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

人
材
育
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
韓
食
文
化
交
流
会
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ど
ぶ
ろ
く
特
区
に
認
定
さ
れ
た
弥

栄
町
で
は
、「
ど
ぶ
ろ
く
」
と
「
石

見
神
楽
」
の
共
演
と
銘
打
っ
て
神
楽

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。会
場
で
は
、

ど
ぶ
ろ
く
や
角
寿
司
・
お
で
ん
な
ど

の
販
売
が
行
わ
れ
、
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

日　
12
月
11
日
㈯

開
場　
午
前
９
時
～

開
演　
午
前
９
時
30
分
～

場　
弥
栄
会
館

料　
大
人
（
前
売
券
）
　　
　

８
０
０
円

（
当
日
券
）１
、０
０
０
円

小
・
中
学
生
（
前
売
券
・
当
日
券
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

※　

当
日
は
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
な
る
べ
く
公
共
交
通

機
関
を
利
用
す
る
か
、
乗
り
合
わ

せ
て
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
観
光
協
会
弥
栄
支
部
内
弥
栄

神
楽
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
６
１
５
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
歌
聖
・
柿
本
人
麻
呂
の
終
焉
の

地
浜
田
説
の
ビ
デ
オ
閲
覧
と
資
料
展

示
会
を
行
い
ま
す
。

日　
12
月
12
日
㈰
・
13
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
石
見
公
民
館
図
書
室

料　
無
料

問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ
と
案

内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

石
見
神
楽
と
の
コ
ラ
ボ
ラ
イ
ブ
な

ど
魅
力
と
迫
力
満
載
の
演
奏
会
を
、

心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
12
日
㈰

開
場　
午
後
０
時
30
分

開
演　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

第
１
部　
地
元
や
音
楽
大
学
で
活
躍

し
て
い
る
若
い
音
楽
家
の
演
奏

第
２
部　
浜
田
出
身
の
作
曲
家
・
福

岡
ユ
タ
カ
さ
ん
、
民
族
楽
器
演
奏

者
・
大
平
清
さ
ん
の
演
奏

料　
全
席
自
由

一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

高
校
・
大
学
生　
　

５
０
０
円

※　

当
日
料
金
は
３
０
０
円
高

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
内
石
央
音
楽

祭
実
行
委
員
会
（
☎
�
２
１
０
０
）

　

相
生
町
周
辺
の
歴
史
を
訪
ね
ま

す
。
社
家
地
古
墳
群
の
時
代
、
三
宮

神
社
と
諏
訪
明
神
の
関
係
、
三
ツ
子

山
城
と
中
世
岡
本
氏
の
謎
、
正
蓮
山

城
は
誰
の
城
か
？
幻
の
神
宮
寺
、
鉄

道
神
社
の
祭
神
は
？
な
ど
ミ
ス
テ

リ
ー
満
載
で
す
。

日　
12
月
12
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で
散
策

集
合
場
所　
三
宮
神
社
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

　

浜
田
公
民
館
で
は
今
年
度
「
平
和

学
習
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
広
島
へ

の
研
修
旅
行
を
行
い
ま
す
。

日　
12
月
14
日
㈫

集
合
時
間　
午
前
６
時
45
分

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

場　
広
島
原
爆
ド
ー
ム
・
平
和
記
念

資
料
館
・
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー

定　
先
着
40
人

料　
４
、
５
０
０
円
（
朝
食
・
昼
食
・

入
場
券
・
保
険
代
）

※　

お
茶
・
お
や
つ
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

第
４
回
ど
ぶ
ろ
く
の
里

弥
栄
神
楽
ま
つ
り

市
文
化
祭
協
賛
行
事

第
42
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

新
浜
田
市
誕
生
５
周
年
記
念

石
央
音
楽
祭

第
１
０
６
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

人
権
勉
強
会

研
修
旅
行
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認
知
症
の
高
齢
者
や
家
族
が
住
み

な
れ
た
地
域
で
穏
や
か
に
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知

症
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
を
目
的

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
12
月
18
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

演
題　
認
知
症
と
は
？

講
師　
内
田
有
彦
さ
ん
（
社
会
医
療

法
人
清
和
会
こ
こ
ろ
ク
リ
ニ
ッ
ク

せ
い
わ
精
神
科
医
師
）

場　
長
浜
公
民
館
２
階
研
修
室

料　
無
料 

問　
ほ
の
ぼ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
く

ち
ゃ
ん
の
家
（
☎
�
４
６
７
６
）

　

オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
こ
ん
に
ゃ
く
座

に
よ
る
舞
台
劇
。
４
人
の
歌
い
手
と

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
た
ピ
ノ
ッ
キ

オ
の
よ
う
に
「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

に
誇
り
を
も
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
で
す
。

日　
12
月
19
日
㈰

開
演　
午
後
２
時
～

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
３
、
２
０
０
円

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

　

昔
懐
か
し
い
歌
を
歌
い
ま
せ
ん

か
。
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
な
ど
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日　
12
月
19
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

定　
先
着
50
人

料　
８
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付
）

申
込
開
始
日　
12
月
５
日
㈰

申
込
方
法　
直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

淡
交
会
（
い
わ
み
路
青
年
部
）
に

よ
る
お
茶
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
12
月
19
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
１
、
０
０
０
円

問　
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
石
見
支
部

　

三
隅
地
区
生
涯
学
習
地
域
推
進
委

員
会
で
は
、「
自
然
と
遊
ぶ　

パ
ー

ト
Ⅱ　

竹
細
工
・
花
立
て
つ
く
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
自
然
の
中
か
ら
切

り
出
し
た
竹
で
、
す
て
き
な
花
立
て

を
作
り
ま
す
。
か
わ
り
門
松
に
も
な

り
ま
す
。
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
？

日　
12
月
19
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時

集
合
場
所　
三
隅
公
民
館

場　
向
野
田
杉
の
森
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
周
辺

定　
30
人

料　
１
０
０
円

※　

軍
手
・
お
茶
・
雨
具
を
持
参
し
、

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

竹
き
り
用
の
こ
ぎ
り
・
竹
用
ナ

イ
フ
・
鉈な

た

が
あ
る
人
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
12
月
10
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
三
隅
公
民
館

（
☎
�
０
５
０
０
）

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。
大
人
も
子
ど
も
も
み

ん
な
浜
田
公
民
館
に
集
ま
れ
。ち
ょ
っ

と
だ
け
お
茶
の
作
法
を
体
験
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
気
持
ち
を
新
た
に
し
て

抹
茶
を
い
た
だ
き
ま
す
。
お
い
し
い

お
菓
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
大
歓

迎
）

日　
平
成
23
年
１
月
６
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

指
導
者　
安
岡
俊
子
さ
ん
ほ
か
（
裏

千
家
）

定　
大
人
30
人
・
子
ど
も
20
人

料　
２
０
０
円

申
込
締
切
日　
12
月
25
日
㈯

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

ス
ケ
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で

す
。
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
冬
休

み
は
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。初
め
て
の
人
は
、ス
ケ
ー
ト
ア
ー

ム
（
補
助
器
具
）
を
使
う
と
安
全
で

楽
し
く
滑
れ
ま
す
。

年
末
年
始
の
開
館
及
び
時
間
案
内

　

12
月
29
日
㈬
～
平
成
23
年
１
月
４

日
㈫
は
、
午
前
９
時
～
午
後
６
時
ま

で
開
館
し
ま
す
。
な
お
、
通
常
の
開

館
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
平　

日　

午
前
11
時
～
午
後
７
時

○
金
曜
日　

午
前
11
時
～
午
後
８
時

○
土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

○
日
・
祝
日　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
（
初
心
者
歓
迎
）

日　
毎
週
月
・
木
曜
日

　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
般
滑
走
で
き
な
い
日

日　
12
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　

カ
ー
リ
ン
グ
大
会

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

　

佐
々
木
さ
ん
（
☎
�
０
５
５
４
）

認
知
症
理
解
の
た
め
の

講
演
会

市
文
化
祭
協
賛
行
事

第
１
０
９
回
鑑
賞
例
会

オ
ペ
ラ　
ピ
ノ
ッ
キ
オ

ク
リ
ス
マ
ス
歌
声
学
校

市
文
化
祭
協
賛
行
事

冬
の
茶
会

自
然
と
遊
ぶ　
パ
ー
ト
Ⅱ

竹
細
工
・
花
立
て
つ
く
り

新
春
お
茶
会

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

　

　

　

　



35　　　広報はまだ：平成22年12月号

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,719 20,549 23,116 43,665
金 城 1,916 2,295 2,499 4,794

旭 1,433 1,551 1,684 3,235
弥 栄 720 729 810 1,539
三 隅 2,868 3,214 3,604 6,818
合 計 26,656 28,338 31,713 60,051

ア
ク
ア
ス
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

サ
ン
タ
を
さ
が
せ

　

水
槽
に
サ
ン
タ
が
隠
れ
て
い
る

よ
。
正
解
者
に
は
、
豪
華
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
当
た
る
ガ
ラ
ポ
ン
に
挑
戦
で
き

ま
す
！

日　
12
月
１
日
㈬
～
25
日
㈯

（
休
館
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ナ
イ
ト
・
イ
ン
・
ア

ク
ア
ス

　

12
月
23
日
㈷
か
ら
25
日
㈯
の
３
日

間
は
、
午
後
８
時
30
分
ま
で
開
館
を

延
長
し
ま
す
。
ア
ク
ア
ス
前
広
場
で

は
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
間
装
飾
も
行
い

ま
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
夜
の
ア
ク

ア
ス
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
ア
ク
ア
ス
前
中
央
広
場
で
は
、
日

没
か
ら
午
後
９
時
ま
で
ク
リ
ス
マ

ス
装
飾
で
彩
り
ま
す
。

・
午
後
７
時
30
分
か
ら
２
階
シ
ロ
イ

ル
カ
プ
ー
ル
に
て
「
バ
ブ
ル
リ
ン

グ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
」
を
行
い

ま
す
。

・
23
日
㈷
の
み
、
午
後
７
時
か
ら
２

階
シ
ロ
イ
ル
カ
プ
ー
ル
に
て
ア
ン

サ
ン
ブ
ルFlauce

（
フ
ラ
ウ
セ
）

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ

ア
ー

　

飼
育
係
の
仕
事
現
場
を
ス
タ
ッ
フ

が
解
説
し
な
が
ら
案
内
し
ま
す
。

対
象　
当
日
入
館
さ
れ
て
い
る
人

日　
12
月
～
平
成
23
年
２
月
ま
で
の

土
・
日
・
祝
日

　

①
午
前
11
時
～

　

②
午
後
１
時
30
分
～

受
付
場
所　
１
階
総
合
案
内
所

※　

予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

定　
各
回
先
着
15
人

料　
入
館
料
に
含
み
ま
す
。

日
曜
講
座

芋
版
で
年
賀
状
作
り

　

昔
懐
か
し
い
芋
版
で
年
賀
状
を
作

ろ
う
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
12
月
12
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

海
の
生
き
物
教
室

カ
ラ
ー
魚
拓
を
作
ろ
う

　

カ
ラ
フ
ル
な
色
使
い
で
魚
の
魚
拓

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
12
月
19
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

定　
先
着
30
人

料　
無
料

日
曜
講
座

石
州
和
紙
で
干
支
飾
り
を
作
ろ
う

　

地
元
石
見
産
の
和
紙
を
使
っ
て
干

支
飾
り
を
作
り
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
12
月
26
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

お
知
ら
せ

　

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤

ち
ゃ
ん
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤

ち
ゃ
ん
の
飼
育
を
優
先
す
る
た
め
、

当
面
の
間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休

止
し
ま
す
。
撮
影
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
体
調
に
よ
っ
て

は
、
公
開
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

２
０
１
０
北
東
ア
ジ
ア
国
際
文
化
パ

レ
ッ
ト
事
業
「
中
国
吉
林
省
長
春
師

範
学
院
芸
術
団
と
久
々
茂
こ
ど
も
神

楽
ク
ラ
ブ
」

　

１
９
９
４
年
６
月
に
友
好
交
流
に

関
す
る
覚
書
を
交
わ
し
て
以
来
、
こ

れ
ま
で
16
年
に
わ
た
り
様
々
な
分
野

で
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た
島
根
県
と

中
国
吉
林
省
。

　

こ
の
た
び
、
そ
の
中
国
吉
林
省
か

ら
長
春
師
範
学
院
芸
術
団
が
来
日

し
、
益
田
市
の
久
々
茂
こ
ど
も
神
楽

ク
ラ
ブ
と
競
演
し
ま
す
！

日　
12
月
８
日
㈬

開
場　
午
後
６
時

開
演　
午
後
６
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由　

５
０
０
円

※　

高
校
生
以
下
無
料

問　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

http://w
w
w
.grandtoit.jp/

人　口（10月末現在）

（単位：人）

　山陰の冬の風物詩となった「しおかぜ駅伝」が
開催されます。ぜひ沿道での声援をお願いします。
日　12月12日㈰

問　山陰中央新報西部本社内しおかぜ駅伝事務局
（☎�３４８０）

区 中継場所 予定時刻
１区 （スタート）益田陸上競技場  9:30～
２区 益田陸上競技場  9:40～
３区 原浜団地入口  9:50～
４区 磯釣センターかまて前 10:05～
５区 岡見郵便局前 10:27～
６区 湊浦集会所前 10:37～
７区 キーパー三隅工場前 10:45～
８区 ゆうひパーク三隅 10:59～
９区 旧エネルギアライフ浜田営業所前 11:19～
ゴール しまねお魚センター前 11:45～

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

第19回浜田-益田間駅伝競走大会
（しおかぜ駅伝）
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平成23年５月31日までに

全世帯義務化
住宅用火災警報器の設置を!

マイバッグ持参運動展開中

　下府廃寺跡は、下府平野を望む標高14ｍの微高地に所在し、昭和８年には、塔
跡の一部が国指定となっている。平成元年から４年にかけて発掘調査が実施され、
西側に金堂、東側に塔を配した南向きの伽

が

藍
ら ん

が確認されている。
　金堂は東西長15.2ｍ、南北長推定13ｍの基壇の上に建てられ、塔は一辺13.2ｍ
四方の基壇上に一辺7.2ｍの塔初重面が復元できる。その規模から五重塔が想定
される。塔中心部には心

し ん

礎
そ

と四天柱、側柱の礎石が各１個残されている。また、
心礎は方形の柱座を設け、その中央に柱を据える円柱孔があり、さらにその中央
には舎

し ゃ

利
り

孔
こ う

を設けている。
　下府廃寺は７世紀末～８世紀初頭ごろに建立され、10世紀初めまでには廃絶し
たと考えられる。一町四方の寺域などが想定できる堂々たる規模や多様な文様を
施す軒瓦の存在などは、石見の中核的な寺院であったことをうかがわせる。

（国指定史跡）

下
しも

府
こう

廃
はい

寺
じ

塔
とう

跡
あと

平
成
22
年
第
42
回
浜
田
市
美
術
展

絵
画
第
１
部　
市
長
賞

「
精
米
機
」　　
　
中
島
忠
男

※　

10
月
末
人
口
は
35
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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